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1
Hyperion Enterprise

Reporting Webについて

この章の内容

始める前に. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .7

始める前に把握しておくべきその他の情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8

オラクル社の Hyperion(R) Enterprise(R) Reporting Web は、Hyperion Enterprise

Reporting のレポートを Hypertext Markup Language（HTML：ハイパーテキストマー

クアップ言語）を使用して Web ブラウザに表示するものです。Hyperion Enterprise

Reporting Web は、Web サーバ、およびインターネットまたはイントラネットを使

用してオラクル社の Hyperion(R) Enterprise(R)アプリケーションからレポートを検

索します。取得したレポートは、クライアントのコンピュータに配布されます。

Hyperion Enterprise Reporting Web に含まれるカスタム HTML テンプレートに基づ

いて、レポート、チャートおよびパッケージを Web ページに表示したり、Web サ

イトウィザードを使用して完全な Web サイトをすばやく作成したりすることがで

きます。管理者は、Hyperion Enterprise Reporting Web を使用して、インターネッ

トまたはイントラネット経由でコンピュータに Web ページを表示するエンドユー

ザのために、Web ページを作成します。

始める前に
Hyperion Enterprise Reporting Web を最大限に活用するには、製品を使い始める前

に、以下の作業を行うことをお勧めします。

l 『Hyperion Enterprise Reporting インストールガイド』と Readme ファイルをす

べて読んで、インストールに必要な動作環境と要件について把握します。

l ユーザ要件を定義します。

l 基本になる Hyperion Enterprise またはオラクル社の Hyperion Essbase アプリケー

ション、あるいはその両方の設計が、優れたパフォーマンスを得られるよう

最適化されていることを確認します。

l Hyperion Enterprise Reporting が優れたパフォーマンスを得られるよう最適化さ

れていることを確認します。

l Hyperion Enterprise Reporting Web サイトを計画します。Web サーバとネット

ワークセットアップ、ユーザとユーザグループのセキュリティ、遠隔通信環

境などの問題を検討します。Web サイトの計画方法について詳しくは、

『Hyperion Enterprise Reporting Web 管理者用ガイド』の「Web サイトの計画」

の章を参照してください。
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l Web サイトをどのような外観にするか、Web サイトにどんな情報を表示する

か、ユーザがすばやく簡単に情報にアクセスできるようにするために Web サ

イトをどのような設計にするかを決めます。

始める前に把握しておくべきその他の情報
Hyperion Enterprise Reporting Web を使い始める前に、以下の概念について把握し

ておくことをお勧めします。

l Hyperion Enterprise Reporting でのレポートとパッケージの作成

l 静的レポートと動的レポート

l テンプレート（.htxファイル）

l ダイナミックリンクライブラリ（spider.dll）の機能

l クライアント／サーバアプリケーション

l ネットワークセキュリティ

l HTML

l Web サイトの基本設計

以下の項では、Hyperion Enterprise Reporting Web の使用方法を理解する上で役立

つその他の概念について説明します。

Web ページと HTML
Web ページは、Web ブラウザに表示する文書を作成するための標準言語 HTML を

使用して作成されたハイパーテキスト文書です。Hyperion Enterprise Reporting Web

レポートに使用する HTML 文書を作成するには、テキストエディタまたは HTML

エディタ、あるいは Link Builder を使用することができます。ハイパーテキスト文

書には、他の文書やネットワークリソースにリンクするためのハイパーリンクを

含めることができます。ハイパーリンクには、Uniform Resource Locator（URL）

を使用してアクセスするネットワークリソースを指定します。

ハイパーリンク
Web ページの最も基本的な要素に、ハイパーリンクがあります。ハイパーリンク

とは、HTML 文書をリンクするための HTML タグです。ハイパーリンクをクリッ

クすると、設定した先に応じて、別の Web サイト、自分の Web サイト内の別の

Web ページ、または同じ Web ページの別の場所に Web ブラウザがリンクします。

Hyperion Enterprise Reporting Web では、標準 HTML のハイパーリンクに加えて、

以下のタイプのハイパーリンクを Web ページに含めることができます。

l レポート、チャート、およびパッケージへのリンク

l 他の HTML 文書または Web サイトへのリンク

l ハードコピー用 PDF レポートおよびチャートへのリンク

l Microsoft Excel のスプレッドシートへのリンク
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l Distributed Schedules レポートへのリンク

l 財務インジケータ（条件ベースの Web ページ）へのリンク

Web サイトに表示できるデータのタイプについて詳しくは、『管理者用リファレ

ンスガイド』の「Web サイトで表示できるデータの種類」の章を参照してくださ

い。

グラフィック
インターネットのほとんどの Web ページには、次のいずれかのグラフィック形式

が使用されています。

l GIF（Graphic Interchange Format）。GIF ファイルには、最高 256 色を含めるこ

とができ、低解像度の画像を Web ページに表示する際に使われる最も一般的

な形式になっています。GIF ファイルには、.gifという拡張子が付きます。

l JPEG（Joint Photographic Experts Group）。JPEG（JPG）ファイルは、写真など

の高解像度の画像を Web ページに表示する際に使用します。JPEG ファイルに

は、.jpgという拡張子が付きます。

Hyperion Enterprise Reporting Web に含まれる画像は、すべて GIF ファイルです。

Hyperion Enterprise Reporting Web では、Web サーバの wwwroot/images ディレクト

リに GIF ファイルが保存されます。

Web ページ用のグラフィックファイルを作成および編集するには、画像編集プロ

グラムを使用します。シェアウェアの画像編集プログラムとして最も一般的なも

のの 1 つに Jasc Software の PaintShopPro があります。これは次の Web サイトから

入手できます。

http://www.jasc.com

フレーム
Hyperion Enterprise Reporting Web では、HTML フレームがサポートされています。

フレームにより、2 つ以上のスクロール可能なペインに Web ページを分割できま

す。各ペイン（フレーム）には、別の HTML 文書を含めることができます。

Hyperion Enterprise Reporting Web でのフレームの使用方法について詳しくは、こ

のガイドの15 ページの「フレーム設計上の考慮事項」を参照してください。

アクティブコンテンツ
Web ページのアクティブコンテンツは、HTML で対応できない対話機能を追加す

るものです。Hyperion Enterprise Reporting Web では、以下のアクティブコンテン

ツを使用します。

l Javascript - Java に基づくスクリプト言語。Javascript を HTML 文書に組み込む

ことで、Web ページに対話機能を追加することができます。Hyperion Enterprise

Reporting Web では、保護された行と列の見出しテンプレートに Javascript を使

用しています。

始める前に把握しておくべきその他の情報 9
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l Dynamic HTML（DHTML：ダイナミック HTML）- DHTML により、ページに

別のスタイルシートを添付して、Web ページの外観を変えることができます。

DHTML を使用して、Web ページに HTML 要素を動的に配置したり、変更し

たりすることができます。

ホームページのコンポーネント
複数 Web ページ（HTML 文書）を含むサイトにはホームぺージも含めることがで

き、これが、ユーザが Web サイトの閲覧を始めるときのホームページとして機能

します。Hyperion Enterprise Reporting Web サイトの設計時には、ホームページを

含めることと、ホームページに次の要素を含めることを検討してください。

l 製品、アプリケーション、およびレポートセットの動的一覧

l 会社のロゴ

l お気に入りページ（作成するユーザまたはユーザグループが共有する Web ペー

ジ）へのリンク

l PDF レポートへのリンク

l 利用頻度が高いレポートへのリンク

l 主要財務インジケータ

今回のリリースに含まれる Web サイトウィザードにより、完全な Hyperion

Enterprise Reporting Web サイトをすばやく作成することができます。Web サイト

ウィザードでは、前述のリストにあるホームページ要素のいくつかを選択するこ

とができます。Web サイトウィザードについて詳しくは、67 ページの「Web サ

イトウィザードの使用」を参照してください。
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Hyperion Enterprise Reporting Web は、Web サーバ、およびインターネットまたは

イントラネットを使用して Hyperion アプリケーションからレポートを検索しま

す。取得したレポートは、クライアントのコンピュータに配布されます。Web

サーバは Hypertext Transport Protocol（HTTP：ハイパーテキスト転送プロトコル)

を使って情報を送信するネットワークファイルサーバとアプリケーションサーバ

です。

Hyperion Enterprise Reporting の Web サイトでは、Hyperion Enterprise アプリケー

ションのレポートにアクセスするハイパーリンクを含む Web ページを作成できま

す。クライアントコンピュータから Web サーバにアクセスし、Hyperion Enterprise

アプリケーションのレポートをリクエストすると、Hyperion Enterprise Reporting

Web によってそのリクエストが Hyperion Enterprise Reporting に渡されます。

Hyperion Enterprise Reporting はアプリケーションからレポートデータを取得し、

Hyperion Enterprise Reporting Web に渡します。データはここで HTML（ハイパー

テキストマークアップ言語）形式に変換されてクライアントのコンピュータに送

信され、クライアントのコンピュータの Web ブラウザに表示されます。

Hyperion Enterprise Reporting Web には、Windows 2003 server Service Pack 2 オペレー

ティングシステム上で Microsoft Internet Information Server（IIS 6.0）を実行し、

Windows 2008 server オペレーティングシステム上で Microsoft Internet Information

Server（IIS 7.0）を実行する Web サーバが必要になります。Hyperion Enterprise

Reporting Web で使用するオラクル社の Enterprise Performance Management ソフト

ウェアのそれぞれを Web サーバにインストールする必要があります。また、

Hyperion Enterprise Reporting も Web サーバにインストールする必要があり、

Hyperion Enterprise Reporting Web で使用する各アプリケーションにアクセスでき

ることが必要です。各製品のアプリケーションデータは、Web サーバか、Local

Area Network（LAN：ローカルエリアネットワーク）の他のサーバに保存できま

す。

Web ページについて
Hyperion Enterprise Reporting Web の機能を使い始める前に、Web ページの基本コ

ンポーネントについて理解しておく必要があります。
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Web ページと HTML
Web ページとは、HTML により作成されたハイパーテキスト文書です。HTML

は、Web ブラウザに表示する文書を作成するための標準言語です。Hyperion

Enterprise Reporting Web レポートに使用する HTML 文書を作成するには、テキス

トエディタまたは HTML エディタ、あるいは Link Builder を使用することができ

ます。ハイパーテキスト文書には、他の文書やネットワークリソースにリンクす

るためのハイパーリンクを含めることができます。ハイパーリンクには、Uniform

Resource Locator（URL）を使用してアクセスするネットワークリソースを指定し

ます。

動的 Web ページと静的 Web ページ

Web ページには、動的なものと静的なものの 2 種類があります。動的ページとは、

ユーザのリクエストに応じて作成されるものです。Hyperion Enterprise Reporting

Web では、動的な Web ページを作成して Hyperion Enterprise Reporting で作成され

たレポートを表示することができます。

動的レポートページを設定するには、Web ページのハイパーリンクの URL に

Hyperion Enterprise アプリケーションとレポートを指定します。ユーザがレポート

を作成するためのリンクを選択すると、ブラウザに Web ページとしてレポートを

表示することができます。動的に作成されたレポートには、ページの上部にデー

タの視点リンクが表示されます。ユーザはレポートの別のデータの視点を選択で

きます。Hyperion Enterprise Reporting Web は選択されたデータの視点でレポート

を作成し直します。

静的ページとは、Web サーバにファイルとして保管された作成済みの HTML ペー

ジです。管理プログラムにより、Hyperion レポートまたはパッケージを静的 HTML

ファイルに変換できます。静的レポートとパッケージファイルは、Hyperion

Enterprise アプリケーションに動的にリンクされていないため、アプリケーション

のデータが変更されても更新されません。

HTML フレーム

Hyperion Enterprise Reporting Web では、HTML フレームがサポートされています。

フレームにより、2 つ以上のスクロール可能なペインに Web ページを分割できま

す。各ペイン（フレーム）には、別の HTML 文書を含めることができます。フ

レームを使用する動的レポートまたはチャートは上下のフレームに分割されてお

り、上のフレームにレポートのデータの視点リンクが、下のフレームにはレポー

トがそれぞれ示されます。データの視点を別のフレームに配置することにより、

レポートのスクロール中でも画面内にデータの視点リンクを保つことができます。

さらに、レポートを印刷しても、データの視点リンクは印刷されません。次の図

に、フレームを使用するレポートの開始部分を示します。
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図 1 フレームを使用したレポート - 開始部分

図 2 には、同じレポートの終了部分を示します。レポートにフレームが使用され

ているため、図 2 のスクロール後でもデータの視点リンクがそのまま表示されま

すが、PDF ボタンは消えてしまいます。

図 2  フレームを使用したレポート - 終了部分
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図 3 には、フレームを使用しない同じレポートの終了部分を示します。データの

視点リンクと PDF ボタンの両方が消えています。

図 3 フレームを使用しないレポート - 終了部分

フレームを使用しない動的レポートとチャートはレポートページの上部にデータ

の視点リンクが組み込まれています。レポートを縦と横にスクロールすると画面

からリンクが消え、印刷では、レポートの上部に印刷されます。

並列表示のレポートとフレーム

レポートとチャートを並列に表示するには、HTML フレームが必要になります。

並列に表示されたレポートとチャートは、左右のフレームに分かれており、各フ

レームに異なるレポートかチャートが示されます。フレーム上部には、データの

視点オプションが含まれます。次の図に、並列表示のレポートを示します。
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図 4 並列表示のレポートの例

フレーム設計上の考慮事項

すべてのブラウザが HTML フレームをサポートするわけではないため、ユーザが

使用するブラウザを考慮してアプリケーションを設計する必要があります。フレー

ムをサポートしていないブラウザでは、フレームを使用するレポートやチャート

が表示されません。レポートやチャートへのハイパーリンクを作成するときに、

フレームを使用するかどうかを指定します。

複合レポート
Hyperion Enterprise Reporting Web では、複合レポートとチャートを作成できます。

複合レポートには、2 つ以上の動的または静的レポートあるいはチャートが組み

込まれています。複数のレポートやチャートを組み込んで、左右または上下に表

示することができます。動的複合レポートは、フレーム付きまたはフレームなし

で表示することができます。静的複合レポートは、グリッド線付きまたはグリッ

ド線なしで表示することができます。次の図に、一般的な複合レポートを示しま

す。
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Hyperion Enterprise Reporting Web の機能
Hyperion Enterprise Reporting Web には、Hyperion 製品からのデータ取得を制御す

る以下の機能が含まれます。

l 管理プログラム

l Web サイトウィザード

l お気に入り

l Link Builder

l 動的レポート

l 静的レポート

l パッケージ

l チャート

l 調査と展開

l 基準ベースのページ

l 財務エージェント

l 書式設定

l テンプレート

l データの視点

l ハードコピー用 PDF レポート

l データ入力モード

l レポートライブラリ
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管理プログラム
管理プログラムを使用すると、メモリにアプリケーションを事前に読み込むかど

うかや、システムから LAN にアクセスできるかどうかなど、システムのセキュリ

ティやシステムオプションを設定できます。セキュリティについて詳しくは、第

5 章「セキュリティの設定」を参照してください。

次の図に、管理プログラムを示します。

図 5 管理プログラム

Web サイトウィザード

Web サイトウィザードは、HTML ファイルの作成や編集を手動で行わなくても、

組織の Web サイトをすばやく簡単に設定できるようにするものです。Web サイト

ウィザードでは、会社に関するものや、Web サイトに含める情報の種類など、一

連の質問が表示されます。これらの質問に対する回答によって、Web サイトのコ

ンテンツと外観が決められます。

Web サイトウィザードで作成される Web サイトは、Microsoft FrontPage の Web サ

イトです。Web サイトウィザードを実行する前に、システムに Microsoft FrontPage

2000 をインストールしておく必要があります。ウィザードで Web サイトが作成さ

れたら、Microsoft FrontPage で Web サイトを開いて編集することができます。

お気に入り
Hyperion Enterprise Reporting Web のお気に入りにより、個々のユーザか、ドメイ

ングループなどのユーザグループのために Web ページを設定することができま

す。1 ページに、使用頻度の高い動的レポートテンプレートやチャートを、リン

クまたは組み込み項目として追加することができます。さまざまなユーザに複数
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のリンクページを設定して、これらを 1 つの URL で発行することもできます。お

気に入りページを作成するには、Hyperion Enterprise Reporting Web の Web サイト

ウィザードまたはテンプレートを使用します。テンプレートを使用する場合は、

Microsoft FrontPage や他のHTML エディタで編集できます。

お気に入りの使用方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise Reporting Web 管理

者用リファレンスガイド』を参照してください。

Link Builder
システム内のレポートとチャートへのリンクを事前定義した Web ページを作成す

るには、Link Builder を使用します。例えば、すべての年度末レポートを表示する

ページを作成するために Link Builder を使用できます。

動的レポート

動的レポートとは、ユーザのリクエストに応じて作成されるものです。ユーザが

動的レポートにアクセスした時点で、レポートが開かれ、関連アプリケーション

からの現在のデータが取得されます。動的に作成されたレポートには、ページの

上部にデータの視点リンクが表示されるため、ユーザはこれによりデータの視点

を変更することができます。Hyperion Enterprise Reporting を使って作成されたレ

ポートに対して、動的レポートページを作成できます。

静的レポート

静的レポートとは、ユーザからのリクエスト前に作成され、Web サーバに HTML

ファイルとして保存されているものです。静的レポートのデータは、表示のたび

に変更されるわけではありません。静的レポートでは、データの視点を変更して

別のデータを表示することができません。

注： パッケージの一部として作成された静的レポートの場合は、示されるデー

タの視点オプションが限られています。

Hyperion Enterprise Reporting を使って作成されたレポートに対して、静的レポー

トページを作成できます。静的レポートページを設定するには、管理プログラム

を使用して Hyperion レポートまたはパッケージを静的 HTML ファイルに変換し

ます。

注： データの視点バーが表示されるのは、パッケージの一部として作成された

静的レポートのみです。個別に作成された静的レポートとチャートは、1 つ

のデータの視点に対して作成されているもので、データの視点値を変更す

るオプションが与えられません。

パッケージ
パッケージにより、一連の静的レポートを一度に印刷できます。Hyperion Enterprise

Reporting Web では、これらの Hyperion Enterprise Reporting パッケージを関連する
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一連の静的レポートかチャートに変換することができます。Hyperion Enterprise

Reporting Web を使って作成した各静的パッケージには、パッケージに含まれるす

べてのレポートかチャートを一覧にした目次のハイパーテキストが表示されます。

パッケージの一部として作成された静的レポートには、データの視点バーが表示

されるため、ユーザはこれによりデータの視点を変更することができます。ユー

ザが選択できるのは、パッケージのレポートの作成に使われたデータの視点要素

（ディメンションまたはキーともいう）値のみです。

チャート
Hyperion Enterprise Reporting Web では、Hyperion レポートからチャートを作成し

て、Web ページに表示することができます。ユーザが選択するたびにチャートを

動的に作成するためのリンクを作成したり、レポートをチャートに変換して静的

HTML ページとして保存することができます。

Hyperion Enterprise Reporting Web のデフォルトでは、Visual Components First

Impression チャート作成ツールを使用してレポートデータをチャートにします。

このチャート作成ツールは、Hyperion Enterprise Reporting Web に含まれています。

オプションとして、Microsoft Excel をチャート作成ツールに指定することもできま

す。このオプションを使用するには、サーバに Microsoft Excel をインストールす

る必要があります。

調査と展開
レポートに含める情報により詳しい内容を付け加えるには、調査と展開を使用し

ます。調査を使用すると、レポート内の項目を選択して、より詳しい内容の関連

レポートまでドリルダウンすることができます。展開を使用すると、サマリーレ

ベルの行か列を選択し、関連する詳細を表示できます。

基準ベースのページ
取得するデータに応じて表示要素が異なる Web ページを作成するには、条件ベー

スのページを使用します。これには、データ条件と、これらの条件が満たされた

場合に行う操作の定義を含む条件スクリプトを作成します。データが取得される

と、何らかの条件が満たされているかどうかの評価が行われ、それに応じて表示

書式が設定されます。

財務エージェント
財務エージェントとは、オラクル社の Enterprise Performance Management ソフト

ウェアのデータ変更をチェックするための自動方法です。アプリケーションのデー

タを定期的にチェックして、特定の条件が存在するかどうかを確認するには、財

務エージェントを作成します。例えば、データをチェックして製品ラインの千個

あたりの欠陥数が決められている許容値を超えるかどうかを確認するために財務

エージェントを作成することが考えられます。ユーザは、利用できる財務エージェ

ントの一覧から興味のあるエージェントを登録します。
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エージェントを作成すると、指定したタイミングでアプリケーションのデータが

チェックされます。エージェントによりチェック対象の条件の存在が確認される

と、登録されているすべてのユーザに通知が出されます。

書式設定
Hyperion Enterprise Reporting Web により作成されるレポートとチャートは、HTML

規格に準じており、HTML バージョン 2.0 以降をサポートする Web ブラウザであ

れば正確に表示されるはずです。Hyperion Enterprise Reporting Web では、Hyperion

Enterprise Reporting で定義された書式が維持されますが、HTML の書式設定機能

が Hyperion Enterprise Reporting と完全に一致するわけではありません。このため、

一部の書式が Hyperion Enterprise Reporting と異なる書式で Web ブラウザに表示さ

れることも、表示されないこともあります。

テンプレート
Hyperion Enterprise Reporting Web では、テンプレートファイルを使用して、静的

および動的 Web ページの外観を制御できます。テンプレートファイルは標準 HTML

形式のファイルで、テキストエディタか HTML エディタで変更することができま

す。例えば、他の Web サイトへのリンクの追加、会社のロゴの追加、背景色の変

更、レポートデータへのグリッド線の追加などを行うことができます。テンプレー

トに加える変更は、そのテンプレートを使用するすべてのレポート、チャート、

またはパッケージに反映されます。

注： .spxファイルは、新しいユーザインターフェイス用に更新されているもの

で、.htx ファイルと同じ機能を持ちます。下位互換性を維持するために、

両ファイルがインストールされています。

データの視点
Hyperion Enterprise Reporting Web のレポートまたはチャートは、Hyperion Enterprise

アプリケーションの財務データを特定のデータの視点から捕らえたものです。レ

ポートまたはチャートのデータの視点は、画面上部のデータの視点バーに表示さ

れます。データの視点バーには、アプリケーションのデータの視点の各ディメン

ション（要素またはキーとも呼ばれます）に対するリンクが表示されます。次の

図に、Hyperion Enterprise アプリケーションのレポートのデータの視点バーを示し

ます。

図 6 レポートのデータの視点バー

データの視点バーを使って、アプリケーションのデータの視点を変更できます。

例えば、図 6 のように、India というエンティティと Actual というデータ種別の損

益計算書にアクセスしたら、データの視点バーを使用して、Budget データ種別の

Canada のデータを表示するよう変更することができます。
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さらに、データの視点の変更時にそのディメンションでフィルタすることもでき

ます。例えば、エンティティの視点をフィルタして、親エンティティのみを表示

することができます。

動的レポートには、必ずデータの視点バーが表示されます。静的レポートは 1 つ

のデータの視点に関して作成されているもので、データの視点バーは表示されま

せん。パッケージの一部として作成された静的レポートの場合は、示されるデー

タの視点オプションが限られています。

PDF レポート

Hyperion Enterprise Reporting Web では、Adobe の Portable Document Format（PDF）

を使用することにより、動的および静的レポートやパッケージを文書形態で表示

して、印刷できます。これによりユーザは、作成されたリンクを使用して、レポー

トまたはパッケージを Adobe Acrobat Reader により PDF ファイルとして印刷する

ことができるようになります。PDF ファイルでは、Hyperion Enterprise Reporting

で定義されたレポートの書式が維持されます。

データ入力モード
データ入力モードにより、ユーザはインターネットまたはイントラネットを介し

て標準 HTML により Hyperion Enterprise Reporting Web レポートを編集できます。

データ入力モードのレポートは、デフォルトではグリッド線付きで表示され、

Hyperion Distributed Schedules のセルの色でセルステータスが示されます。ユーザ

はデータの切り取り、コピー、およびセルへの貼り付けを行ってから、再計算し

て変更の効果を確認することができます。その後で、変更を保存するかどうかを

選択できます。

Hyperion Enterprise Reporting Web のレポートライブ
ラリ
Hyperion Enterprise Reporting Web のレポートライブラリにより、各レポートに対

するリンクを作成しなくても、ユーザがすべての Hyperion レポートにアクセスす

ることができるようになります。ユーザは、Web サーバの各 Hyperion Enterprise

アプリケーションのレポートセットとレポートの一覧を表示することができます。

このレポート一覧からレポートを直接実行できます。

Hyperion Enterprise アプリケーションのレポートライブラリに表示される製品、ア

プリケーション、レポートセット、およびレポートの一覧は動的に作成されます。

アプリケーションを更新すると、レポートライブラリにもこれらの変更が反映さ

れます。例えば、Hyperion Enterprise の Sales アプリケーションで Profit and Loss

セットに Income というレポートを追加した場合、ユーザが次回そのセットに対す

るリンクを選択すると、Web ページでは Profit and Loss セットに Income が示され

ます。

Hyperion Enterprise Reporting Web のライブラリ機能により、ニーズに合わせてレ

ポートライブラリをカスタマイズできます。例えば、アプリケーションから選択

した一部のセットのみを表示する Web ページを作成できます。
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3
入手可能なマニュアル

この章の内容

マニュアルの『情報マップ』 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23

セットアップガイド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24

管理者用リファレンスガイド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24

テクニカルリファレンスガイド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24

ユーザガイド. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24

オンラインヘルプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24

インストールガイドと Readme .... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24

Hyperion Enterprise Reporting Web の今回のリリースに含まれるマニュアルには、

以下の改善点が加えられています。

l 今回のリリースには、情報に簡単にアクセスできるようオンラインの『情報

マップ』が追加されており、すべてのオンラインガイドとオンラインヘルプ

にワンクリックでアクセスできます。

l 今回のリリースでは、管理者用ガイドが次の 3 冊のガイドに分かれています。

m 『Hyperion Enterprise Reporting Web セットアップガイド』

m 『Hyperion Enterprise Reporting Web 管理者用ガイド』

m 『Hyperion Enterprise Reporting Web テクニカルリファレンスガイド』

これら 3 冊のガイドはすべて PDF ファイルで入手できます。PDF ファイルは印刷

版マニュアルのオンラインバージョンで、Adobe Acrobat Reader で表示および印刷

します。PDF ファイルを使用すれば、オンラインヘルプシステムに含まれる情報

を簡単に印刷できます。

l Hyperion Enterprise Reporting Web 管理プログラムには、タスクの実行に役立つ

オンラインヘルプが含まれます。オンラインヘルプには、製品ソフトウェア

からアクセスするか、Windows の必要な HTML ヘルプシステムファイルを実

行してアクセスします。オンラインヘルプでは、一度に 1 つのトピックを表

示および印刷したり、ヘルプコンテンツの特定の章を印刷したり、リファレ

ンスガイドの概念的に関連するトピックに直接ジャンプして詳細を確認した

りすることができます。

マニュアルの『情報マップ』
オンラインの『情報マップ』には、管理プログラムのオンラインヘルプからアク

セスすることができます。

マニュアルの『情報マップ』 23



セットアップガイド
Hyperion Enterprise Reporting Web には PDF のオンラインガイドとして『セット

アップガイド』が含まれています。『セットアップガイド』には、システムの設

定、セキュリティ、および今回のリリースの新機能に関して、高レベルの導入情

報が記載されています。

管理者用リファレンスガイド
『管理者用ガイド』には、Hyperion Enterprise Reporting Web で会社の Web サイト

の作成と管理を行うために必要な情報が記載されています。

テクニカルリファレンスガイド
『Hyperion Enterprise Reporting Web テクニカルリファレンスガイド』には、Hyperion

Enterprise Reporting Web で使用できる機能、表とオブジェクトに関する技術情報

が記載されています。さらに、トラブルシューティングと spider.iniファイル

についても説明しています。『テクニカルリファレンスガイド』は PDF のオンラ

インガイドおよび HTML のマニュアルとして入手可能です。

ユーザガイド
Hyperion Enterprise Reporting Web には、HTML 形式の『ユーザガイド』が含まれ

ています。『ユーザガイド』には、Hyperion Enterprise Reporting Web の使用手順が

記載されています。このガイドにアクセスできるようにするために、Hyperion

Enterprise Reporting Web のホームページにこのガイドへのリンクを配置してくだ

さい。『ユーザガイド』は HTML 形式であるため、テキストエディタか HTML エ

ディタでガイドを編集し、アプリケーションに合わせてカスタマイズすることが

できます。

『ユーザガイド』はフレーム付きかフレームなしで表示することができます。サイ

トには、使用するブラウザに適したバージョンのものにリンクを設定することが

できます。フレームバージョンには userfr.htmを、フレームを使用しないバー

ジョンには user.htmをそれぞれ指定します。

オンラインヘルプ
管理プログラムには、オンラインヘルプが含まれています。オンラインヘルプで

は、段階的な手順、プログラムのダイアログボックスとコントロールについて説

明します。

インストールガイドと Readme
『インストールガイド』には、Hyperion Enterprise Reporting Web をインストールす

るための段階的全手順が記載されています。Readme には、今回のリリースに関す
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る重要な情報が記載されています。Hyperion Enterprise Reporting Web を使い始め

る前に必ずお読みください。

インストールガイドと Readme 25



26 入手可能なマニュアル



4
システムの設定

この章の内容

管理プログラムでのシステムレベルオプションの設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27

Spider.ini ファイルのシステムレベルオプションの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37

repeng.ini ファイルのシステムレベルオプションの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 51

カスタムファイルのパスの指定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 56

エージェントモニタの設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 58

Hyperion Enterprise Reporting Web システムを設定するには、システムがどのよう

に動作するかを制御するシステムレベルのオプションを定義します。システムを

設定するには、以下のタスクを実行します。

l 管理プログラムでシステムレベルのオプションを設定

l spider.iniファイルにシステムレベルのオプションを設定

l システムレジストリにカスタムファイルのパスを指定

l エージェントモニタを設定

次の項では、これらのオプションについて詳しく説明します。spider.iniファイ

ルの概要については、『Hyperion Enterprise Reporting Web テクニカルリファレンス

ガイド』の「Spider.iniファイルについて」の章を参照してください。

注： システムレベルのオプションを設定した後は、Web サーバサービスを再起

動する必要があります。

管理プログラムでのシステムレベルオプションの設
定

管理プログラムでは、次のタスクのオプションを設定できます。

l アプリケーションの事前読み込み

l LAN 上の Hyperion アプリケーションデータへのアクセス

l 管理パスワードの変更

l PDF 印刷の設定

l データの視点バーでの長い名前の使用

l デフォルトでの行と列の見出しの保護

l すべてのレポートに対するデータ入力モードの有効化
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l デフォルトブラウザの設定

l レポートの特殊文字の HTML への変換

l ユーザ定義のお気に入りの設定

l セキュリティの設定

アプリケーションの事前読み込み
全体的なパフォーマンスを向上させるため、Hyperion Enterprise アプリケーション

を事前にメモリに読み込むことができます。事前読み込みオプションを使用する

と、ユーザが初めてこれらのアプリケーションのいずれかにアクセスしたときに、

指定されたすべてのアプリケーションの.DLLファイルがメモリに読み込まれま

す。その後のユーザは、.DLLファイルが読み込まれるまで待つ必要がありませ

ん。

ä Hyperion Enterprise アプリケーションを事前に読み込むには、次の操作を行いま

す。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択して管理プログラムにアクセ

スします。

注： ［プレロード］オプションを設定するには、Web サーバで Hyperion Enterprise

Reporting 管理プログラムを実行する必要があります。このオプションは、

ワークステーションからは設定できません。

2 ［オプション］を選択します。

3 ［プレロード］タブから、次のいずれかの操作を行います。

l アプリケーションを追加するには、［追加］を選択してアプリケーションを選

択し、ユーザ ID とパスワードを入力し、［OK］をクリックします。

l アプリケーションを削除するには、削除したいアプリケーションを選択し、

［除去］を選択します。

l 設定したオプションをクリアするには、［プロファイルのクリア］を選択しま

す。

LAN 上の Hyperion Enterprise アプリケーションデー
タへのアクセス
Hyperion Enterprise Reporting Web では、Hyperion Enterprise Reporting Web サーバ

以外のネットワークデバイスに保存されている Hyperion Enterprise アプリケーショ

ンにアクセスできます。これらの他のアプリケーションにアクセスするには、シ

ステムに対してそのアプリケーションが保存されているネットワークデバイスへ

の適切なアクセス権を設定する必要があります。このプロセスには次のいくつか

の手順があります。

l 管理プログラムでユーザ名設定を行い、ホスト Windows サーバにログオンし、

アプリケーションが保存されているネットワークデバイスにアクセスするた
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めに使用するユーザ ID およびパスワードを Hyperion Enterprise Reporting Web

に設定します。Windows NT とネットワークデバイスとも、同じ ID およびパ

スワードを使用する必要があります。

l Universal Naming Conventions（UNC：ユニバーサル命名規則）に従って、Web

サーバに保存されている各製品の INI ファイルのパス名を編集します。各製品

のアプリケーション INI ファイルの編集方法については、オラクル社の

Enterprise Performance Management ソフトウェアに付属しているマニュアルを

参照してください。UNC 名の形式は次のとおりです。

\\Servername\Volumename\Path\File

変数 説明

Servername ホストサーバの名前

Volumename サーバ上の共用ボリュームの名前

Path ディレクトリへのフルパス

File アクセスするファイルの名前

この例では、Hyperion Enterprise の Sales アプリケーション用の HYPENT.INI ファ

イルのパスを指定する方法を示します。この例では、FINANCE サーバの VOL1 の

ENTERPRISE ディレクトリにアプリケーションが保存されています。

AppPath = \\FINANCE\VOL1\ENTERPRISE\SALES

ネットワークアクセス用に設定されたユーザ ID とパスワードをエージェントサー

ビスに設定します。

ä LAN 経由で Hyperion Enterprise アプリケーションデータにアクセスするには、次

の操作を行います。

1 Novell サーバにログオンして、NT コンピュータに設定されているものと同じ ID とパス

ワードをセットアップします。両システムとも、同じ ID およびパスワードを設定する

必要があります。

2 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Web サーバで管理プログラムを実行する

必要があります。このオプションは、ワークステーションからは設定でき

ません。

3 ［オプション］を選択します。

4 ［ネットワーク］タブで、［Hyperion Enterprise(R) Reporting Web Server Administrator に他の

ネットワークデバイスへのアクセスを可能にする］を選択します。

5 ユーザ名とパスワードを入力し、［OK］をクリックします。
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PDF 印刷の設定

Hyperion Enterprise Reporting Web では、レポートを Adobe PDF 形式で保存して、

Adobe Acrobat Reader から PDF ファイルを表示および印刷できます。PDF 印刷に

使うプリンタの設定は、［Administration Options（管理オプション）］ダイアログ

ボックスの［印刷］タブに示されます。

Adobe PDF Writer をインストールする必要があります。

注： ［印刷］タブに示される設定は、Hyperion Enterprise Reporting Web の PDF プ

リンタの設定で、オペレーティングシステムのものではありません。

ä PDF 印刷を設定するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Web サーバで管理プログラムを実行する

必要があります。このオプションは、ワークステーションからは設定でき

ません。

2 ［オプション］を選択します。

3 ［印刷］タブを選択します。

4 次のいずれかの操作を行います。

l ［ドライバ］編集ボックスに表示されたプリンタドライバが正しいことを確認

します。

l ［ドライバ］編集ボックスに表示された印刷スプーリングデバイスが正しいこ

とを確認します。

l ［ポート］編集ボックスに表示されたプリンタポートが正しいことを確認しま

す。

5 表示されたプリンタドライバが正しくないと思われる場合、［ドライバを参照］を選

択して、システムに設定できるプリンタドライバの一覧を表示します。Adobe Acrobat

PDF Writer プリンタドライバを選択し、［OK］をクリックします。

6 ［設定の上書き］を選択して、システムレジストリのデフォルトプリンタ設定を新し

い設定に置き換えます。

7 ［更新］を選択して変更内容を保存し、［OK］をクリックします。

PDF の印刷方法

Hyperion Enterprise Reporting Web では、次のいずれかの方法で PDF ファイルを作

成します。

l デフォルトの方法

l リリース 3.0 の方法

l 代替方法
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デフォルトの方法

PDF ファイルを作成するために、Web ブラウザから Hyperion Enterprise Reporting

サーバにリクエストが送られます。デフォルトでは、Hyperion Enterprise Reporting

サーバからリクエストされた PDF ファイルが Web ブラウザに直接送られます。

このファイルはサーバに残りません。

リリース 3.0 の方法

この方法では、Web ブラウザから PDF ファイルがリクエストされると、Hyperion

Enterprise Reporting サーバからブラウザに応答が返されます。この応答により、

サーバ上の PDF ファイルの位置がブラウザに伝えられて、ブラウザにファイルが

読み込まれます。このファイルは、一定間隔で行われるクリーンアップ時に削除

されるまで、Hyperion Enterprise Reporting サーバに残ります。デフォルトのクリー

ンアップ間隔は 24 時間です。

注： この方法では、レポートが 3 回にわたって実行され、各 PDF リクエストに

対して 3 つの PDF ファイルが作成される可能性があります。

代替方法

この方法では、Web ブラウザから PDF ファイルがリクエストされると、Hyperion

Enterprise Reporting サーバからブラウザに HTML ファイルが返されます。HTML

ファイルには Javascript が含まれ、これによりリクエストされた PDF ファイルが

直ちに読み込まれて、バックシーケンスから HTML ファイルが削除されます。

Javascript をサポートしないブラウザでは、PDF ファイルへのハイパーリンクが表

示されます。この場合、一定間隔で行われるクリーンアップ時に削除されるまで、

Hyperion Enterprise Reporting Web サーバにファイルが残ります。デフォルトのク

リーンアップ間隔は 24 時間です。

PDF 印刷方法の変更

ä PDF の印刷方法を変更するには、次の操作を行います。

1 デフォルト PDF 印刷方法（サーバにファイルが残らない方法）を使用するには、何も

する必要はありません。Hyperion Enterprise Reporting Web ではこの方法がデフォルトで使

用されます。

2 リリース 3.0 の PDF 印刷方法を使用するには、spider.iniファイルの[Options]セク

ションに次の行を追加します。

PDFFile=1

3 別の PDF 印刷方法を使用するには、spider.iniファイルの[Options]セクションに次の

行を追加します。

PDFFile=2
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データの視点バーでの長い形式の名前の使用
Hyperion Enterprise Reporting Web のデフォルトでは、レポートのデータの視点バー

にディメンションのラベル名（ID）が表示されます。エンドユーザにとって

Hyperion Enterprise アプリケーションのディメンションの説明の方がわかりやすけ

れば、すべての Hyperion Enterprise Reporting Web レポートで、データの視点バー

にディメンションの説明が表示されるよう選択することができます。この設定を

変更するオプションは、［Administration Options（管理オプション）］ダイアログ

ボックスの［オプション］タブにあります。

例えば、ラベル名が GAEXP で、説明が General and Administrative Expenses という

勘定科目をアプリケーションで使用するとします。デフォルトでは、このディメ

ンションを使用するすべてのレポートのデータの視点バーに GAEXP というラベル

名が表示されます。管理プログラムの設定を変更して説明を使用するようにした

場合、このディメンションを使用するすべてのレポートのデータの視点バーに

General and Administrative Expenses という説明が表示されるようになります。

ä データの視点バーで説明を使用するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Web サーバで管理プログラムを実行する

必要があります。このオプションは、ワークステーションからは設定でき

ません。

2 ［オプション］を選択します。

3 ［レポートオプション］タブを選択します。

4 ［データの視点バーでラベル名でなく説明を使用する］を選択し、［OK］をクリックし

ます。

すべてのレポートの行と列の見出しの保護
Hyperion Enterprise Reporting Web では、Web ブラウザでレポートを表示するとき

にユーザがスクロールしても画面上に行と列の見出しが残るようにすることがで

きます。［Administration Options（管理オプション）］ダイアログボックスの［レ

ポートオプション］タブでオプションを設定することにより、すべての Hyperion

Enterprise Reporting Web レポートの行と列の見出しを保護することができます。

すべてのレポートではなく、一部のレポートの行と列の見出しを保護する場合、

次のいずれかの操作を行います。

l 特定の静的レポートか静的パッケージの出力オプションを指定するときに、

［行見出しおよび列見出しの保護］チェックボックスをオンにします。

l レポートの REPORT 関数に lockhdrs=yes を指定します。管理プログラムの設

定を上書きして、一部のレポートの行と列の見出しを保護しないようにする

場合には、これらのレポートの REPORT 関数に lockhdrs=no を指定します。
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注： 行と列の見出しの保護は、Microsoft Internet Explorer 6.0 以降と Mozilla

Firefox 2.0.x のみで有効です。複合レポートの行と列の見出しを保護する

ことはできません。

ä すべてのレポートの行と列の見出しを保護するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Web サーバで管理プログラムを実行する

必要があります。このオプションは、ワークステーションからは設定でき

ません。

2 ［オプション］を選択します。

3 ［レポートオプション］タブを選択します。

4 ［行見出しおよび列見出しの保護］を選択し、［OK］をクリックします。

すべてのレポートのデータ入力モードの有効化
データ入力モードにより、エンドユーザはインターネットまたはイントラネット

を介して標準 HTML により Hyperion Enterprise または Hyperion OLAP アプリケー

ションでデータを編集し、保存することができます。管理プログラムの［レポー

トオプション］タブでオプションを設定すれば、すべての Hyperion Enterprise

Reporting Web レポートに対してデータ入力モードを有効化することができます。

このオプションを選択した場合は、［DATAENTRY］関数を使用してデータ入力

モードでレポートを表示できます。このオプションを選択しないと、

［DATAENTRY］関数を使用してデータ入力モードでレポートを表示することはで

きません。

ä すべてのレポートのデータ入力モードを有効化するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Web サーバで管理プログラムを実行する

必要があります。このオプションは、ワークステーションからは設定でき

ません。

2 ［オプション］を選択します。

3 ［レポートオプション］タブを選択します。

4 ［Allow data entry mode（データ入力モードを許可）］を選択し、［OK］をクリックしま

す。

デフォルトブラウザの設定
Hyperion Enterprise Reporting Web では、すべてのレポートにデフォルト Web ブラ

ウザを設定するか、システムにより Web ブラウザが自動的に検出されるようにす
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ることができます。［Administration Options（管理オプション）］ダイアログボッ

クスの［レポートオプション］タブでオプションを設定することにより、デフォ

ルト Web ブラウザを設定できます。

次のいずれかのブラウザタイプを指定します。

l 自動検出

l Microsoft Internet Explorer 6.0 以降

l Mozilla Firefox 2.0.x 以降

［自動検出］オプションを選択すると、Hyperion Enterprise Reporting Web で使用し

ている Web ブラウザが自動的に検出されるようになります。すべてのレポートに

Microsoft Internet Explorer 6.0 以降か Mozilla Firefox 2.0x 以降を使用している場合

は、これらのいずれかを選択でき、Microsoft Internet Explorer 6.0 以降か Mozilla

Firefox 2.0.x 以降以外のブラウザを使用する場合は［その他］を選択できます。

特定の静的レポートまたは静的パッケージのすべてのレポートに対してブラウザ

を設定することもできます。これを行うには、特定の静的レポートか静的パッケー

ジの出力オプションを指定するときに、ブラウザを選択します。

ä デフォルトブラウザを設定するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Web サーバで管理プログラムを実行する

必要があります。このオプションは、ワークステーションからは設定でき

ません。

2 ［オプション］を選択します。

3 ［レポートオプション］タブを選択します。

4 次のいずれかの操作を行い、［OK］をクリックします。

l Hyperion Enterprise Reporting Web で使用している Web ブラウザが自動的に検

出されるようにするには、［Format reports（レポートの書式設定）］ドロップ

ダウンリストから［自動検出］を選択します。

l すべてのレポートを Microsoft Internet Explorer 6.0 以降に合わせて書式を設定

するには、［Format reports（レポートの書式設定）］ドロップダウンリストか

ら［Microsoft Internet Explorer 6.0 以降］を選択します。

l すべてのレポートを Mozilla Firefox 2.0.x 以降に合わせて書式設定するには、

［Format reports（レポートの書式設定）］ドロップダウンリストから［Mozilla

Firefox 2.0.x or higher（Mozilla Firefox 2.0.x 以降）］を選択します。

レポートの特殊文字の HTML への変換

Hyperion Enterprise Reporting Web では、HTML ガイドラインに沿ったエンコード

により次の特殊文字を取り扱うことができます。

スペース タブ ! @ # % ^ * & ( ) - [ ] + = ~ { } > < ?` ' | , / \ $ ;
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Hyperion Enterprise Reporting で作成された Hyperion Enterprise アプリケーションの

レポートの見出し、行と列の見出し、または Hyperion DataExtend フィールドにこ

れらのいずれかの特殊文字が含まれる場合、Hyperion Enterprise Reporting Web 管

理プログラムの［レポート内の特殊文字を HTML コードに変換］チェックボック

スをオンにして HTML コードに自動変換することができます。このオプション

は、［Administration Options（管理オプション）］ダイアログボックスの［特殊文

字］タブにあります。

さらに、レポートの見出し、行と列の見出し、または Hyperion DataExtend フィー

ルドに HTML タグを直接組み込むこともできます。例えば、レポートの見出しに

<A HREF> HTML タグを使ってハイパーリンクを組み込むことができます。ただ

し、レポートの特殊文字を HTML コードに変換する場合、Hyperion Enterprise

Reporting Web では、HTML タグの特殊文字(<と>)が HTML コードに変換される

ため、Hyperion Enterprise Reporting レポートのハイパーリンクが機能しなくなり

ます。この問題を避けるには、レポートの HTML タグを例外として指定すること

により、その一部が変換されないようにすることができます。

［レポート内の特殊文字を HTML コードに変換］チェックボックスをオンにする

と、［例外］リストに指定されている特殊文字と HTML タグを除く、レポートや

レポート見出しのすべての特殊文字が HTML コードに変換されます。Hyperion

Enterprise Reporting Web のデフォルトでは、チェックボックスをオンにすると、

次のものが例外として一覧に示されます。

<A HREF=*>

</A>

<IMG SRC=*>

これらデフォルトの例外を変更、削除したり、一覧に他の例外を追加したりする

ことができます。1 つまたは複数の文字に対するワイルドカードとして、アスタ

リスク（*）を使用できます。アスタリスクで置き換えられたものをはじめとし

て、例外に一致するレポートの特殊文字は、Hyperion Enterprise Reporting Web で

は HTML コードに変換されません。

［レポート内の特殊文字を HTML コードに変換］チェックボックスをオフにする

と、レポートやレポート見出しの特殊文字が HTML コードに変換されることはあ

りません。Hyperion Enterprise Hyperion Enterprise Reporting で作成された Hyperion

Enterprise アプリケーションのレポートに特殊文字が含まれていない場合は、［レ

ポート内の特殊文字を HTML コードに変換］チェックボックスをオフにしてくだ

さい。

ä レポートの特殊文字を HTML に変換するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Web サーバで管理プログラムを実行する

必要があります。このオプションは、ワークステーションからは設定でき

ません。

2 ［オプション］を選択します。

3 ［特殊文字］タブを選択します。
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4 レポートの特殊文字を HTML コードに変換するには、［レポート内の特殊文字を HTML

コードに変換］チェックボックスをオンにします。

5 ［例外］リストに項目を追加するには、次の操作を行います。

1. ［追加］をクリックします。

2. Hyperion Enterprise Reporting Web で HTML コードに変換したくない特殊文

字、または特殊文字を含んでいる HTML タグを入力し、［OK］をクリックし

ます。

ヒント： 1 つまたは複数の文字に対するワイルドカードとして、アスタリス

ク（*）を使用できます。

6 ［例外］リストの項目を変更するには、次の操作を行います。

1. ［例外］リストから特殊文字または HTML タグを選択し、［修正］を選択しま

す。

2. 変更を入力し、［OK］をクリックします。

7 ［例外］リストから項目を削除するには、リストから項目を選択して［除去］を選択

します。

お気に入りの設定

ä お気に入りを設定するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Web サーバで管理プログラムを実行する

必要があります。このオプションは、ワークステーションからは設定でき

ません。

2 ［オプション］を選択します。

3 ［お気に入り］タブを選択します。

4 ユーザ定義のお気に入りの.htmファイルを格納するディレクトリを選択します。

注： ディレクトリのパスを変更するには、［参照］ボタンをクリックしてフォル

ダを選択し、［OK］をクリックします。

5 ユーザメンバ名が関連付けられた.htmファイル（<user>.htm など）がない場合は、

ユーザが属するグループのグループお気に入りファイルがリストボックスに表示され

ている順番で検索されます。上下矢印ボタンを使用して、グループの階層順を変更で

きます。

注： ユーザが複数のグループに属する場合は、リストの最初にあるグループの

ユーザ定義のお気に入りファイルが表示されます。グループをドメインか

ら追加することができます。
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6 グループとユーザの一覧にドメイングループを追加するには、［ドメイングループの

追加］を選択し、グループを追加するドメインの名前を入力し、［OK］をクリックし

ます。

注： グループの一覧にドメイングループを追加した後、お気に入りファイルが

入っているディレクトリに、ドメイン名を使用してサブディレクトリを作

成します。ドメイン名のお気に入りファイルは、このサブディレクトリに

保管されます。

7 ドメイングループを削除するには、［ドメイングループの削除］を選択し、削除する

ドメインの名前を入力し、［OK］をクリックします。

注： ドメイン内のすべてのグループが削除されます。

8 お気に入りページが他のページに組み込まれている場合に<HTML>、<HEAD>、および

<BODY>タグが削除されないようにするには、［お気に入りをテンプレートに埋め込む

ときに余分な HTML タグを削除］チェックボックスをオフにします。

注： これらのタグは、Microsoft FrontPage や他のエディタでお気に入りファイル

を作成したり編集したりできるようにするために削除されます。このオプ

ションをオフにすると、組み込まれたお気に入りページがブラウザで正確

に表示されない場合があります。

9 ［OK］をクリックして変更を保存します。

セキュリティの設定
管理プログラムでセキュリティを設定して、特定タイプのデータへのユーザのア

クセスを制御することができます。設定できるオプションは以下のとおりです。

l 特定システムとアプリケーションの保護されていないデータに対するアクセ

スを禁止

l 管理プログラムへのアクセスに使用するパスワードを変更

l どのユーザが財務エージェントにアクセスできるかを制御

これらのオプションの設定方法については、63 ページの「管理プログラムのセ

キュリティ設定」を参照してください。

Spider.ini ファイルのシステムレベルオプションの設定
spider.iniファイルには、以下のシステムレベルオプションを設定できます。

l データの視点

l スマートなデータの視点

l 保護データのみを表示

l エージェント

l マルチスレッドオプション

l PDF の印刷方法
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l ログファイル?

l レポートのキャッシュ?

l ログオンのキャッシュ

l 画像のクリーンアップ間隔

spider.iniファイルは、Hyperion Enterprise Reporting アプリケーションにアクセ

スしている各ユーザにより同時に使用されます。競合を防ぐため、使用中のユー

ザがいないときにこのファイルを更新する必要があります。例えば、このファイ

ルを開いた後に、使用中のユーザがデータの視点を変更し、その後ファイルに変

更を加えて保存すると、ファイルが開いている間にユーザが加えたデータの視点

への変更が失われてしまいます。

構文
l spider.iniファイルのオプションの構文では大文字小文字の区別をしませ

ん。

l オプションには余分なスペースを使用しないでください。例えば、次のオプ

ションにはスペースを使用しません。

ImageCleanupInterval=2

l コメントの先頭にはセミコロンを使用します。例えば、次のような行がコメ

ントになります。

;これはコメント

データの視点の設定
データの視点バーは、以下の 2 つの方法で設定できます。

l ドロップダウンリストを使用せずにデータの視点バーを設定するには、デー

タの視点オプションを使用します。この方法では、ディメンションを選択し、

［Change Point of View（データの視点の変更）］ページからメンバを選択する

と、データの視点を変更できます。

l ドロップダウンリストを使用してデータの視点バーのディメンションを設定

するには、スマートなデータの視点オプションを使用します。この方法では、

ディメンションを選択し、ドロップダウンリストからメンバを選択すると、

データの視点を変更できます。

データの視点オプションの設定
ドロップダウンリストを使用せずにデータの視点バーを指定するには、データの

視点オプションを使用します。以下のオプションを指定することができます。

l 動的レポート、チャートと条件ページに表示されるデータの視点バー

l ［Change Point of View（データの視点の変更）］ページに表示されるディメン

ション

データの視点オプションは、次のように設定します。

38 システムの設定



l 動的レポート、チャート、条件ページと［Change Point of View（データの視点

の変更）］ページにディメンションの説明を表示するのかラベル名を表示する

のかを指定します。

l 動的レポート、チャートと条件ページのデータの視点バーに、どのディメン

ションをいくつ表示するかを指定します。

l ［Change Point of View（データの視点の変更）］ページに、どのディメンション

をいくつ表示するかを指定します。

l ［Change Point of View（データの視点の変更）］ページに表示される最大メンバ

数を指定します。

Hyperion Enterprise Reporting Web のデータの視点バーのディメンションの表示順

は、Hyperion Enterprise Reporting のデータの視点バーの順番と同じです。

ä 動的レポート、チャート、条件ページと［Change Point of View（データの視点の

変更）］ページにディメンションの説明を表示するのかラベル名を表示するのかを

指定するには、次の操作を行います。

1 次のセクション識別を使用します。

［DEFAULT］

2 次の構文を使用します。

UseLongNamesInPOVBar =YまたはN

ここで、「Y または N」には、ディメンションの説明を表示する場合 Y を、ディメ

ンションの ID を表示する場合は N を指定します。

注： このオプションは Hyperion Enterprise Reporting Web で［オプション］を選

択しても設定できます。この行を指定しない場合はデフォルトでディメン

ションの説明が表示されます。

ä 動的レポート、チャートと条件ページのデータの視点バーに表示するディメンショ

ン数と、どのディメンションを表示するかを指定するには、次の操作を行います。

次のセクション識別を使用します。

l Hyperion Enterprise の場合

[Product Name, Application Name] 

l Oracle Essbase の場合

[Product Name-Essbase Server\Application Name, Essbase Database]

変数 説明

Product Name repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションで定義されたオラクル社の

Enterprise Performance Management ソフトウェア名

Application Name アプリケーション名

Essbase Server Essbase のサーバ名

Essbase Database Essbase のデータベース名
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ä 動的レポート、チャートと条件ページのデータの視点バーに表示するディメンショ

ン数を設定するには、次の構文を使用します。

［DEFAULT］

default_povbar_keys = number

ä［Change Point of View（データの視点の変更）］ページに表示するディメンション

数を設定するには、次の構文を使用します。

［DEFAULT］

default_povedit_keys = number

ここで、number はディメンション数です。

注： この行を指定しないと、デフォルト値の 5 が使用されます。

ä 動的レポートとチャートのデータの視点バーにどのディメンションを表示するか

を指定するには、次の構文を使用します。

［DEFAULT］

B_dimension = YまたはN

ä［Change Point of View（データの視点の変更）］ページに、どのディメンションを

表示するかを指定するには、次の構文を使用します。

［DEFAULT］

E_dimension = YまたはN

ここで、dimension はディメンション数です。dimension を Y に設定するとディメ

ンションがデータの視点バーに表示され、dimension を N に設定すると表示され

ません。

注： ディメンションにこの行を指定しないと、default_povbar_keys と

default_povedit_keys により指定されたディメンション数に応じてディメン

ションがデータの視点バーに表示されます。

ä［Change Point of View（データの視点の変更）］ページの各ディメンションに対し

て表示されるデフォルトメンバ数を指定するには、次の操作を行います。

1 次のセクション識別を使用します。

［DEFAULT］

2 次の構文を使用します。

MaxListEntries = number

ここで、number はメンバ数です。

注： 各ユーザに対して個別に MaxListEntriesを保存し、変更することができま

す。例えば、MaxListEntriesが 500 に設定されている場合、ユーザ A が

Hyperion Enterprise Reporting を使い始めると、500 という値が保存されます。
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その後で管理者が MaxListEntriesを 200 に変更した場合は、ユーザ A は引

き続き 500 という値を使用しますが、Hyperion Enterprise Reporting をまだ使

い始めていないその他すべてのユーザは 200 という値を使用します。

スマートなデータの視点オプションの設定
ドロップダウンリストを使用してデータの視点バーのディメンションを設定する

には、スマートなデータの視点オプションを使用します。この方法では、ディメ

ンションを選択し、ドロップダウンリストからメンバを選択すると、データの視

点を変更できます。スマートなデータの視点オプションは、次のように設定でき

ます。

l spider.iniに smartpov オプションを使用すると、すべてのデータの視点バー

をスマートなデータの視点バーに置き換えることができます。

l テンプレートに@SMARTPOV カスタム変数を設定すると、そのテンプレート

を使用するページにスマートなデータの視点バーが追加されます。詳しくは、

『Hyperion Enterprise Reporting 管理者用リファレンスガイド』の「データの視

点バーの追加」の章を参照してください。

ä データの視点バーをスマートなデータの視点バーに置き換えるには、次の操作を

行います。

1 次のセクション識別を使用します。

［DEFAULT］

2 次の構文を使用します。

smartpov = default

注： このオプションを設定すると、データの視点バーが設定されているところ

にスマートなデータの視点バーが使用されます。

Hyperion Enterprise のスマートなデータの視点

デフォルトでは、スマートなデータの視点バーに次のディメンションが表示され

ます。

エンティティ、データ種別、期間、期間単位、勘定科目

注： デフォルトでは、スマートなデータの視点バーにディメンションの説明が

表示されます。ディメンション ID を表示するには、各ディメンションのレ

ポートスクリプトを編集する必要があります。

初めてスマートなデータの視点バーを表示すると、spider.iniファイルの

[PRODUCT]セクションにスマートなデータの視点オプションが追加されます。

構文

製品セクション識別とスマートなデータの視点オプションの構文は、次のとおり

です。
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[Product Name]

SMPOV_dimension = [report script]

変数 説明

Product Name repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションで定義されたオラクル社の Enterprise
Performance Management ソフトウェア名

dimension ディメンション名

report script ドロップダウンリストに表示するメンバを指定するために使うスクリプト

注： このスクリプトを編集して、データの視点バーに表示するディメンション
とメンバを変更することができます。詳しくは、『Hyperion Enterprise Reporting Web
管理者用リファレンスガイド』を参照してください。

例えば、Hyperion Enterprise でスマートなデータの視点バーを含むページを表示す

ると、spider.iniファイルの[PRODUCT]セクションの次のオプションが更新さ

れます。

[Enterprise]

SMPOV_ENT=[ENT @PAR HEAD "@DES"][ENT @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_CAT=[LIST: CAT]

SMPOV_DAT=[LIST: DAT]

SMPOV_FRE=[LIST: FRE,-All,+M]

SMPOV_ACC=[LIST: ACC,-SubAcc1,-SubAcc2][TEXT:-------][ACC @SUB    HEAD 

"...@DES"]

SMPOV_SUBENT=

SMPOV_SUBACC1=

SMPOV_SUBACC2=

SMPOV_FIE=

特定アプリケーションのスマートなデータの視点バーの外観を変更するには、ア

プリケーションセクションにスマートなデータの視点オプションを追加する必要

があります。

例えば、次のオプションにより、Enterprise のデモアプリケーションのスマートな

データの視点バーに、四半期の期間単位を含めるように設定します。

[enterprise,demo]

SMPOV_FRE=[LIST: FRE,-All,+Q]

スマートなデータの視点バーを使用すると、Hyperion Enterprise Reporting Web に

よりアプリケーションセクションが最初にチェックされ、ここにスマートなデー

タの視点オプションが見つからないと製品セクションがチェックされます。

Essbase のスマートなデータの視点

デフォルトでは、スマートなデータの視点バーに次のディメンションが表示され

ます。

フィールドディメンションを除くすべてのディメンションです。
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注： デフォルトでは、スマートなデータの視点バーにディメンションの説明が

表示されます。ディメンション ID を表示するには、各ディメンションのレ

ポートスクリプトを編集する必要があります。

初めてスマートなデータの視点バーを表示すると、spider.iniファイルのデータ

ベースセクションにスマートなデータの視点オプションが追加されます。

構文

データベースセクション識別とスマートなデータの視点オプションの構文は、次

のとおりです。

[Product Name-Essbase Server\Application Name, Essbase Database]

SMPOV_dimension = [report script]

変数 説明

Product Name repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションで定義されたオラクル社の

Enterprise Performance Management ソフトウェア名

Essbase Server サーバ名

Application Name アプリケーション名

Essbase
Database

データベース名

dimension ディメンション名

report script ドロップダウンリストに表示するメンバを指定するために使うスクリプト

注： このスクリプトを編集して、データの視点バーに表示するディメンショ
ンとメンバを変更することができます。詳しくは、『Hyperion Enterprise Reporting
管理者用リファレンスガイド』の「データの視点バーの追加」の章を参照し
てください。

例えば、Essbase の基本データベースでスマートなデータの視点バーを含むページ

を表示すると、spider.iniファイルのデータベースセクションの次のオプション

が更新されます。

[Essbase-EssServer\Demo, basic]

SMPOV_Y=[Y @PAR HEAD "@DES"][Y @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_V=[LIST: VIEW]

SMPOV_M=[M @PAR HEAD "@DES"][M @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_P=[P @PAR HEAD "@DES"][P @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_A=[A @PAR HEAD "@DES"][A @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_S=[S @PAR HEAD "@DES"][S @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_F=

デモアプリケーション内のすべてのデータベースにスマートなデータの視点オプ

ションを設定するには、アプリケーションセクションにこのオプションをコピー

し、データベースセクションから削除する必要があります。

例えば、次のオプションにより、デモアプリケーション内のすべてのデータベー

スに YEAR ディメンションをレベル 0 値に設定します。
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[Essbase-EssServer\Demo]

SMPOV_Y=[LIST: Y,+"Lev0,Year"]

YEAR のためのスマートなデータの視点オプションは、データベースセクション

から削除します。

[EssBase-EssServer\Demo,Basic]

SMPOV_V=[LIST: VIEW]

SMPOV_M=[M @PAR HEAD "@DES"][M @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_P=[P @PAR HEAD "@DES"][P @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_A=[A @PAR HEAD "@DES"][A @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_S=[S @PAR HEAD "@DES"][S @DEP HEAD "......@DES"]

SMPOV_F=

スマートなデータの視点バーを使用すると、Hyperion Enterprise Reporting Webにより

データベースセクションが最初にチェックされ、ここにスマートなデータの視点オプションが
見つからないとアプリケーションセクションがチェックされます。

保護データのみの表示
ユーザが保護されたデータのみを表示できるようにするには、lock_data_only オプ

ションを使用します。例えば、最終的に承認されている昨年のデータのみの表示

をユーザに許可する場合、データを保護することにより、作成されるレポートに

は保護されたデータのみが表示されます。保護されていない未承認のデータは表

示されないため、混乱を避けることができます。

注： 保護されたデータは、Hyperion Enterprise のみで利用できます。

ä 保護されたデータのみを表示するには、次の構文を使用します。

[Product Name, Application]

locked_data_only = yes または no

変数 説明

Product Name repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションで定義されたオラクル社の

Enterprise Performance Management ソフトウェア名

Application アプリケーション名

yes または no 保護されたデータのみを表示するには yes、すべてのデータを表示するには no

エージェントオプションの設定
エージェントの電子メールをどのように処理するかを指定するエージェントオプ

ションを設定できます。これらの設定は、Hyperion Enterprise Reporting Web の

Hyperion Enterprise Reporting セッションに適用されます。次のコマンドを使用で

きます。

l Essbase の場合にのみ、proc0 コマンドを使用します。このコマンドは、エー

ジェントサーバと Essbase サーバが同じコンピュータ上にある場合に使用しま

す。デフォルトでは、エージェントサーバが Essbase サーバの前に起動される
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ため、エージェントサーバは Essbase サーバを探しても見つからないので、エ

ラーを報告します。proc0 = Essbase.exe と設定した場合、エージェントサーバ

は Essbase サーバの起動を待ってからエージェントの処理を始めます。Essbase

サーバはEssbase.exe です。

l リモートポートを設定するには、RemotePort コマンドを使用します。

ä Essbase の場合にのみ、リモートホストを設定するには、次の構文を使用して

[reqstart]セクションに proc0 コマンドを設定します。

Proc0 = essbase.exe

ä [Agent-e-mail]セクションにエージェントオプションを設定するには、次の構文を

使用します。

[Agent-email]

RemotePort = port number

RemoteHost = host name

Template = template name

returnaddress = return address

logfile = logfile name

domainname = domain name

verify = verify number

SendTimeOut = number

RecieveTimeOut = number

変数 説明

Port number リモートポート番号

デフォルトは 25 です。

Host Name SMTP メールサーバの名前または IP アドレス

Template Name メッセージテンプレートのパスと名前

return address 差出人電子メールアドレス

logfile name ログファイルのパスと名前。これはデバッグ用に使用されます。このパラメー
タはオプションです。

domain name ドメインのアドレス。このパラメータはオプションです。

verify number ユーザがシステムの有効なユーザであることを検証するには 1 を指定します。

検証せずにメッセージを送信するには 0 を指定します。

デフォルトは 0 です。

number タイムアウトの送信または受信までの待ち時間（秒数）
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注： Hyperion Enterprise Reporting Web の［エージェント］を選択しても、

RemotePort と RemoteHost オプションを設定できます。

マルチスレッドオプションの設定
タスクを一度に 1 つずつ行うことをユーザに許可するには、マルチスレッドオプ

ションを使用します。タスクを一度に 1 つずつ行うことをユーザに許可するには、

このオプションを 0 に、タスクを同時に実行することを許可するには-1 に設定し

ます。例えば、ユーザ 1 がレポート A を実行した後にユーザ 2 がレポート B を実

行する場合、MultiThread = 0 であれば、レポート A が終わってからでないとレポー

ト B が始まりません。

上の例でマルチスレッドが-1 に設定されている場合、レポート A の処理が始まっ

た後で、レポート B が始まり、2 つのレポートが同時に処理されます。

注： Hyperion Enterprise にマルチスレッドでアクセスできるようにするには、

Enterprise データサーバをいずれかのモードで実行し、アプリケーションが

読み取り専用モードで、なお且つ、spider.iniファイルに次の設定を追加

する必要があります。

[Enterprise]

MultiThread = -1

repeng.iniファイルにドライバ名として Enterprise 以外の名前を使用する場合、

spider.iniエントリにその名前を使用します。

マルチスレッドオプションを指定するには、次の構文を使用します。

[Product]

MultiThread = 0 または-1

変数 説明

Product repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションで定義されたオラクル社の Enterprise
Performance Management ソフトウェア名

0 または-1 次のいずれかの番号を指定します。

0 - タスクを実行できるのは一度に 1 人だけです。

-1 - 複数のユーザが一度にタスクを実行できます。

PDF の印刷方法

PDF ファイルをどのように作成してブラウザに送信するかを指定するには、PDF

ファイルオプションを使用します。デフォルトでは、PDF ファイルが動的に作成

されてブラウザに送信されます。一部のブラウザでは、この形式の PDF ファイル

を表示できません。ブラウザの PDF ファイル表示に問題がある場合、ブラウザに

送信する前に PDF ファイルを作成（リリース 3.0 の方法）するように PDF オプ

ションを設定すれば、問題を解決することができます。これで問題が解決しない
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場合、PDF ファイルを作成してから Javascript とともにブラウザに送信するように

PDF オプションを設定します。これにより、すべての問題を解決できるはずです。

Hyperion Enterprise Reporting Web では、次のいずれかの方法で PDF ファイルを作

成します。

l デフォルトの方法：PDF ファイルを作成するために、Web ブラウザから

Hyperion Enterprise Reporting サーバにリクエストが送られます。デフォルトで

は、Hyperion Enterprise Reporting サーバからリクエストされた PDF ファイル

が Web ブラウザに直接送られます。このファイルはサーバに残りません。

l リリース 3.0 の方法

この方法では、Web ブラウザから PDF ファイルがリクエストされると、Hyperion

Enterprise Reporting サーバからブラウザに応答が返されます。この応答により、

サーバ上の PDF ファイルの位置がブラウザに伝えられて、ブラウザにファイルが

読み込まれます。このファイルは、一定間隔で行われるクリーンアップ時に削除

されるまで、Hyperion Enterprise Reporting サーバに残ります。デフォルトのクリー

ンアップ間隔は 24 時間です。

注： この方法では、レポートが 3 回にわたって実行され、各 PDF リクエストに

対して 3 つの PDF ファイルが作成される可能性があります。

代替方法

この方法では、Web ブラウザから PDF ファイルがリクエストされると、Hyperion

Enterprise Reporting サーバからブラウザに HTML ファイルが返されます。HTML

ファイルには Javascript が含まれ、これによりリクエストされた PDF ファイルが

直ちに読み込まれて、バックシーケンスから HTML ファイルが削除されます。

Javascript をサポートしないブラウザでは、PDF ファイルへのハイパーリンクが表

示されます。この場合、一定間隔で行われるクリーンアップ時に削除されるまで、

Hyperion Enterprise Reporting サーバにファイルが残ります。デフォルトのクリー

ンアップ間隔は 24 時間です。

1. デフォルト PDF 印刷方法（サーバにファイルが残らない方法）を使用するに

は、何もする必要はありません。Hyperion Enterprise Reporting Web ではこの方

法がデフォルトで使用されます。

2. リリース 3.0 の PDF 印刷方法を使用するには、spider.iniファイルの

[OPTIONS]セクションに次の行を追加します。

[OPTIONS]

PDFFile=1

3. 別の PDF 印刷方法を使用するには、spider.iniファイルの[OPTIONS]セク

ションに次の行を追加します。

[OPTIONS]

PDFFile=2

ä PDF ファイルオプションを指定するには、次の構文を使用します。

[OPTIONS]
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PDFFile = 1または2

変数 説明

[OPTIONS] セクション識別

1 または 2 次のいずれかの設定を指定します。

l PDF ファイルを作成してブラウザに送信するには 1 を指定します。

l PDF ファイルを作成し、Javascript を使ってブラウザに送信するには 2 を指定し

ます。

Default

この行を指定しないと、PDF 情報が動的に作成されてブラウザに送信されます。

PDF ファイルはサーバに保存されません。

ログファイルオプションの設定
Hyperion Enterprise Reporting Web の実行中にどの種の情報を記録するかを指定す

るために、ログファイルオプションを使用します。この情報はデバッグ用に使用

され、記録する情報の種類とログファイル名を指定できます。ログファイルオプ

ションを指定しないと、ログファイルは作成されません。

ä [DEFAULT]セクションにログファイルオプションを指定するには、次の構文を使

用します。

［DEFAULT］

SpiderLog = SpiderLog filename

CDALog = CDALog filename

ChartLog = ChartLog filename

ScriptLog = ScriptLog filename

変数 説明

SpiderLog
filename

Hyperion Enterprise Reporting Web メッセージにより更新するログファイルのパス

と名前

CDALog filename Hyperion Reporting メッセージにより更新するログファイルのパスと名前

ChartLog
filename

チャートファイルメッセージにより更新するログファイルのパスと名前

ScriptLog スクリプトファイルメッセージにより更新するログファイルのパスと名前

注： 各ログエントリに対して同じログファイル名を使用できますが、名前には

大文字と小文字が区別され、完全に同じものを指定する必要があります。

レポートのキャッシュ
CacheReports オプションを設定してメモリにレポートをキャッシュすることによ

り、レポートにすばやくアクセスできます。CacheReports オプションは、すべて
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の製品とアプリケーションに適用されます。キャッシュにはサーバのメモリが使

用されるため、レポートのキャッシュを行うかどうかを検討する際、メモリの使

用量を考慮する必要があります。

キャッシュされるのは、選択されたディメンションとレポートの書式設定を含む

レポートの初期設計のみです。レポートのデータはキャッシュされません。

レポートがキャッシュされた後で、レポートに行を追加するなど、レポートの初

期設計を変更すると、次のいずれかの条件が満たされるまで、Hyperion Enterprise

Reporting Web でその変更が認識されません。

l サーバを停止して再起動した場合

l Essbase データベースまたは Hyperion Enterprise アプリケーションのキャッシュ

の内容をフラッシュした場合。

注： レポートのキャッシュを利用するには、ログオンのキャッシュを使用す

る必要があります。

ä レポートをキャッシュするには、次の構文を使用します。

[DEFAULT]

CacheReports = YまたはN

ここで、レポートのキャッシュを有効にする場合は Y を、無効にする場合は N を

指定します。

注： CacheReports オプションを指定しないと、デフォルトによりレポートの

キャッシュが有効になります。

ログオンのキャッシュ
ログオンのキャッシュを設定して、システムのメモリに特定のアプリケーション

に対するユーザのログオンプロファイルを保存することにより、よりすばやくシ

ステムにアクセスできます。ログオン情報がキャッシュされたユーザがシステム

に次回アクセスすると、キャッシュされているログオン情報が自動的に使われ、

すばやくアクセスできます。ログオン情報は、Microsoft IIS サーバのサイクルが終

わるまでキャッシュに残ります。キャッシュにはサーバのメモリが使用されるた

め、キャッシュのサイズを検討する際、メモリの使用量を考慮する必要がありま

す。

ログオンのキャッシュの設定時には、Hyperion Enterprise Reporting Web と併用す

る各アプリケーションに対して、キャッシュするユーザの数を設定します。これ

により、システムに一度に保管されるログオンの数が決まります。キャッシュが

いっぱいになってから新しいユーザがアプリケーションにアクセスすると、キャッ

シュされている中で最も古い未使用のユーザがシステムからクリアされ、新しい

ユーザがキャッシュに入ります。Hyperion Enterprise Reporting Web のデフォルト

では、これが 50 ログオンに設定されています。

ブラウザの URL 行に特別な関数を指定しても、キャッシュの内容をクリアするこ

とができます。これによりキャッシュから既存のログオンがすべて削除されます。

Hyperion Enterprise では、キャッシュするログオンの数を、Hyperion Enterprise

Reporting Web を使用するユーザの数と同じに設定する必要があります。Essbase
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では、これをポート数以下とする必要があります。フレームを使用して Hyperion

Enterprise にアクセスする場合には、キャッシュサイズを 2 倍にする必要がありま

す。

ä ログオンのキャッシュを指定するには、次の構文を使用します。

[CACHED]

Product Name-Essbase Server\Application Name, Essbase Database = number 

of users

変数 説明

Product Name repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションで定義されたオラクル社の

Enterprise Performance Management ソフトウェア名

Essbase Server Essbase のサーバ名（Essbase のみ）

Application Name アプリケーション名

Essbase Database Essbase のサーバ名（Essbase のみ）

number of users キャッシュするユーザの数

注： Hyperion Enterprise Reporting Web のデフォルトでは、これが 50 に設定され

ています。

次のエントリで、Essbase の 25 人のユーザに対してログオンのキャッシュを有効

にします。repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションでオラクル社の

Enterprise Performance Management ソフトウェア名が ESSBASE に設定されていま

す。Essbase サーバ名は SERVER1 で、Essbase データベース名は ESSDB です。

[CACHED]

ESSBASE-SERVER1,NEWAPPLICATION, ESSDB=25

次のエントリで、Hyperion Enterprise のデモアプリケーションの 10 人のユーザに

対してログオンのキャッシュを有効にします。repeng.iniファイルの[DRIVERS32]

セクションでオラクル社の Enterprise Performance Management ソフトウェア名が

ENTERPRISE に設定されています。

[CACHED]

ENTERPRISE,DEMO=10

ログオンのキャッシュを無効にするには、ユーザ数パラメータを 0 に設定します。

例えば、次のエントリで、Hyperion Enterprise デモアプリケーションのログオンの

キャッシュを無効にします。repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションでオ

ラクル社の Enterprise Performance Management ソフトウェア名が ENTERPRISE に

設定されています。

[CACHED]

ENTERPRISE,DEMO=0
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ä Essbase のレポートとログオンキャッシュの内容をフラッシュするには、ブラウザ

の URL に次の行を入力します。

http://virtual path/spider.dll?ClearCache&Product-servername

\Application name&Database

変数 説明

Virtual Path spider.dllファイルの仮想パス。例えば、一般的な仮想パスとして server/
hspider などがあります。ここで、server はサーバ名です。

Product-
servername

repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションで定義された Essbase 製品名と、

Essbase サーバ名をハイフンで区切ったもの

Application name Essbase アプリケーションの名前

Database Oracle Essbase データベースの名前

ä Hyperion Enterprise のレポートとログオンキャッシュの内容をフラッシュするに

は、ブラウザの URL 行に次のアドレスを入力します。

http://virtual path/spider.dll?ClearCache&Product&Application

変数 説明

Virtual Path spider.dllファイルの仮想パス。例えば、一般的な仮想パスとして server/hspider
などがあります。ここで、server はサーバ名です。

Product repeng.iniファイルの[DRIVERS32]セクションで定義された Hyperion Enterprise 製品名

Application Hyperion Enterprise アプリケーション

画像のクリーンアップ間隔
システムからチャートと PDF ファイルを削除する間隔を時間単位で設定すること

ができます。

ä クリーンアップ間隔を設定するには、次の構文を使用します。

［DEFAULT］

ImageCleanupInterval = number

ここで、number は時間数です。デフォルトのクリーンアップ間隔は 24 時間です。

repeng.ini ファイルのシステムレベルオプションの設
定

repeng.iniファイルには、以下のシステムレベルオプションを設定できます。

l ユーザプロンプトの無効化

l 調査の設定

l 展開の設定
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ユーザプロンプトの無効化
オラクル社の他の Enterprise Performance Management ソフトウェアでは、@ASK 関

数を使用してユーザにプロンプトを表示できますが、Hyperion Enterprise Reporting

Web ではこの関数はサポートされていません。Hyperion Enterprise Reporting Web

との併用を計画する Hyperion Enterprise アプリケーションに@ASK 関数を使用する

レポートが含まれる場合、repeng.iniファイルを変更して、Hyperion Enterprise

Reporting のユーザプロンプトを無効にする必要があります。ユーザプロンプトを

無効にしないと、ユーザが@ASK 関数を使用するレポートにアクセスしようとし

たときに、Web サーバがフリーズします。ユーザプロンプトを無効にすると、

@ASK 関数を使用する行または列がレポートに表示されなくなります。

ä ユーザプロンプトを無効にするには、repeng.iniファイルの[Options]セクショ

ンに次の行を入力します。

Web=yes

調査の設定
調査を設定するには、最初に Hyperion Enterprise Reporting で調査レポートを作成

する必要があります。それから、調査を定義する必要があります。レポートの調

査を定義するには、調査を可能にする行と列を選択し、ユーザがいずれかの行ま

たは列の値を選択したときに表示される調査レポートを指定します。調査の設定

方法について詳しくは、『Hyperion Enterprise Reporting ユーザガイド』を参照して

ください。

調査を設定した後は、repeng.iniファイルを変更して調査を有効にします。

Hyperion Enterprise Reporting のデフォルトでは、［書式］メニューの［調査］コマ

ンドは無効になっています。［調査］コマンドを有効にするには、Hyperion

Enterprise Reporting システムの初期化ファイルを編集する必要があります。テキ

ストエディタを使用して、Windows ディレクトリにある repeng.iniファイルに

次のセクションを追加します。

[DEFAULT] OnTrack=1

注： Hyperion Enterprise Reporting で［調査］オプションを有効にすると、自動的

に［展開］コマンドも有効になります。

静的レポートとパッケージの調査レベルの設定

Hyperion Enterprise Reporting では、静的レポートとパッケージに複数の調査レベ

ルを設定できます。例えば、レポートの Total Expenses 勘定科目を選択した場合

に、Total Expenses の明細勘定を示す調査レポートを表示することが考えられま

す。さらに、調査レポートの明細勘定を選択した場合に、選択された勘定科目の

サブエンティティ明細を示す新しい調査レポートを表示することも考えられます。

Hyperion Enterprise Reporting Web 管理プログラムのデフォルトでは、［調査を含

む］オプションを選択して静的レポートを作成すると、最高 4 レベルの調査レポー

トの HTML ファイルが作成されます。管理プログラムを使用して、Hyperion
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Enterprise Reporting Web に含める調査レポートのレベル数を調整することができ

ます。

ä 調査レベルを設定するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

2 静的レポートとチャートの調査レベルを設定するには［静的レポート/チャート］を

選択し、パッケージの調査レベルを設定するには［静的パッケージ］を選択します。

3 必要なアプリケーションにログオンします。

4 ［出力オプション］タブを選択します。

5 ［調査を含む］チェックボックスをオンにします。

6 ［レベル数］編集ボックスに、含める調査レベル数を入力します。

7 ［HTML に保存］を選択します。

調査の無効化

調査により、レポートの値をドリルダウンして、その値に関する追加情報を示す

新しいレポートを表示することができます。調査を使用する Hyperion レポートに

対して Web ページを作成すると、システムのオーバーヘッドが増え、パフォーマ

ンスが低下することがあります。Hyperion Enterprise Reporting Web アプリケーショ

ンで調査を使用したくない場合は、この機能を無効にすることができます。

ä 調査を無効にするには、次の操作を行います。

1 動的レポートの調査を無効にするには、spider.iniファイルに次のテキストを入力

します。

[OPTIONS] drill=no

2 静的レポート、チャートおよびパッケージの調査を無効にするには、spider.iniファ

イルに次のテキストを入力します。

[OPTIONS] maxdrill=0

3 特定アプリケーションの静的パッケージの調査を無効にするには、次の操作を行いま

す。

l ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］、［Hyperion Solutions］、

［Hyperion Enterprise Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択

して管理プログラムにアクセスし、［静的パッケージ］を選択します。

l 必要なアプリケーションにログオンします。

l ［出力オプション］タブを選択します。

l ［調査を含む］チェックボックスをオフにします。

l ［HTML に保存］を選択します。

4 特定アプリケーションの静的レポートとチャートの調査を無効にするには、次の操作

を行います。

l ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion

Enterprise Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択して
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Hyperion Enterprise Reporting 管理プログラムにアクセスし、［静的レポート/

チャート］を選択します。

l 必要なアプリケーションにログオンします。

l ［出力オプション］タブを選択します。

l ［調査を含む］チェックボックスをオフにします。

l ［HTML に保存］を選択します。

5 ブラウザから特定レポートの調査を無効にするには、URL リクエストの終わりに次の

パラメータを入力します。

&DRILL=NO

展開の設定
展開は Hyperion Enterprise Reporting で設定します。展開を設定するには、最初に

展開レポートを作成する必要があります。展開レポートとは、展開したい行と列

を含んでいるレポートです。次に Hyperion Enterprise Reporting を使用して、その

レポートに展開を定義します。レポートの展開を定義するには、展開を可能にす

る行と列を選択し、ユーザがいずれかの行または列の展開を選択したときに使わ

れる展開を指定します。Hyperion Enterprise Reporting での展開の定義方法につい

て詳しくは、『Hyperion Enterprise Reporting ユーザガイド』を参照してください。

注： Hyperion Enterprise Reporting Web では、Hyperion Enterprise Reporting のカス

タム展開のみがサポートされています。自動展開はサポートされていませ

ん。

Hyperion Enterprise Reporting のデフォルトでは、［書式］メニューの［展開］コマ

ンドが無効になっています。［展開］コマンドを有効にするには、Hyperion

Enterprise Reporting システムの初期化ファイルを編集する必要があります。テキ

ストエディタを使用して、Windows ディレクトリにある repeng.iniファイルに

次のセクションを追加します。

[DEFAULT] OnTrack=1

注： Hyperion Enterprise Reporting で［展開］コマンドを有効にすると、自動的に

［調査］オプションも有効になります。

静的レポートとパッケージの展開レベルの設定

Hyperion Enterprise Reporting では、複数の展開レベルを定義できます。例えば、

レポートの 1997 列を展開した場合に、1997 年度の 4 四半期を示す 4 つの新しい列

を表示することが考えられます。さらに、Q3 列を展開した場合に、7 月、8 月、

9 月（会計年度ではなく暦年の場合）の新しい列を表示することも考えられます。

Hyperion Enterprise Reporting Web 管理プログラムのデフォルトでは、［展開を含

む］チェックボックスをオンにした状態で静的レポートを作成すると、最大 4 レ

ベルの展開の HTML ファイルが作成されます。Hyperion Enterprise Reporting Web
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に含める展開レベルは調整できます。静的レポートとパッケージに対して展開レ

ベルを設定するには、以下の 2 つの方法があります。

l システム全体の展開レベルを設定するには、spider.iniファイルにエントリ

を追加します。

l 特定レポートのレベルを設定するには、管理プログラムの［Static Reports and

Books（静的レポートとパッケージ）］ダイアログボックスの設定を変更しま

す。

注： 展開レベルを 0 に設定すると、展開が無効になります。展開レベルを-1

に設定すると、展開レベルが無限になります。これにより、多数の展開

ファイルが作成される可能性があります。

ä 静的レポートとパッケージに対して展開レベルを設定するには、次の操作を行い

ます。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択して管理プログラムにアクセ

スします。

2 静的レポートとチャートの展開レベルを設定するには［静的レポート/チャート］を、

パッケージの展開レベルを設定するには［静的パッケージ］をそれぞれ選択します。

3 必要なアプリケーションにログオンします。

4 ［出力オプション］タブを選択します。

5 ［展開を含む］チェックボックスをオンにします。

6 ［レベル数］編集ボックスに、含める展開レベル数を指定します。

7 ［HTML に保存］を選択します。

8 ［完了］を選択します。

展開の無効化

展開を使用すると、チャートの行または列に関する詳細情報を表示できます。展

開を使用する Hyperion レポートに対して Web ページを作成すると、システムの

オーバーヘッドが増え、パフォーマンスが低下することがあります。Hyperion

Enterprise Reporting Web アプリケーションで展開を使用したくない場合は、この

機能を無効にすることができます。

ä 展開を無効にするには、次の操作を行います。

1 動的レポートの展開を無効にするには、spider.iniファイルに次のテキストを入力

します。

[OPTIONS] expand=no 

2 静的レポート、チャートおよびパッケージの展開を無効にするには、spider.iniファ

イルに次のテキストを入力します。

[OPTIONS] maxexpand=0 

l 特定アプリケーションの静的パッケージの展開を無効にするには、次の操作

を行います。
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l ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］、［Hyperion Solutions］、

［Hyperion Enterprise Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択

して管理プログラムにアクセスし、［静的パッケージ］を選択します。

l 必要なアプリケーションにログオンします。

l ［出力オプション］タブを選択します。

l ［展開を含む］チェックボックスをオフにします。

l ［HTML に保存］を選択します。

3 特定アプリケーションの静的レポートとチャートの展開を無効にするには、次の操作

を行います。

l ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］、［Hyperion Solutions］、

［Hyperion Enterprise Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択

して管理プログラムにアクセスし、［静的レポート/チャート］を選択します。

l 必要なアプリケーションにログオンします。

l ［出力オプション］タブを選択します。

l ［展開を含む］チェックボックスをオフにします。

l ［HTML に保存］を選択します。

4 ブラウザから特定レポートの展開を無効にするには、URL リクエストの終わりに次の

パラメータを入力します。

&EXPAND=NO 

カスタムファイルのパスの指定
Hyperion Enterprise Reporting Web の旧リリースでは、カスタムファイルを各 Web

アプリケーションのディレクトリに保存している場合、カスタムファイルにアク

セスするたびに完全なサーバパスを指定する必要がありました。今回のリリース

では、カスタムファイルへの完全パスまたは部分パスをシステムレジストリに指

定できるため、ファイルにアクセスするときに完全なサーバパスを指定する必要

がありません。

HKEY_LOCALMACHINE\SOFTWARE\Hyperion Solutions\Hyperion Enterprise

Reportingに新たに追加された Path レジストリ設定を使用して、1 つまたは複数

のディレクトリへの完全パスまたは部分パスを指定できます。複数のディレクト

リを指定する場合は、セミコロンで区切ります。パスステートメントの検索は左

から右に行われます。

spider.dll関数呼び出しで.htxまたは.cbpファイルにアクセスすると、次の順

番でファイルが検索されます。

1. システムレジストリに指定したパス

2. hspiderディレクトリ

3. システムパス
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ä システムレジストリにカスタムファイルのパスを指定するには、次の操作を行い

ます。

1 ［スタート］メニューから［ファイル名を指定して実行］を選択します。

2 regedt32 と入力して、［OK］をクリックします。

3 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hyperion Solutions\Hyperion Enterprise Reporting レジストリ

キーを選択します。

4 ［編集］メニューの［値の追加］を選択します。

5 ［値の名前］テキストボックスに path と入力します。

6 ［データ型］ドロップダウンリストから［REG_SZ］を選択します。

7 ［OK］をクリックします。

8 ［文字列エディタ］にカスタムファイルのパスを入力して、［OK］をクリックします。

9 ［ファイル］メニューから［終了］を選択します。

例 1 - 同一ファイル名がパスにある 2 つのディレク
トリで使用されている場合
パスステートメントに部分パスのみを入力しておけば、別のディレクトリに存在

する同一ファイル名のファイルのパスを区別できます。これは、.HTX と.CBP の

カスタムファイルを、各 Web アプリケーション用の別々のディレクトリに保存し

て、各ディレクトリで同じファイル名を使用している場合などに効果的です。

例えば、C:ドライブに WEBAPPS というディレクトリがあり、この中には\MYWEB1

および\MYWEB2 という 2 つのディレクトリが含まれ、2 つの Web アプリケーショ

ンのすべてのカスタムファイルがそれぞれの中に保存されているものとします。

各 Web アプリケーションで MYCRIT.CBP というカスタム.CBP ファイルを作成し

た場合、2 つの異なるディレクトリに MYCRIT.CBP という同じ名前のファイルが

作成されます。ここで、システムレジストリのカスタムファイルのパスステート

メントが、次のように指定されている場合を想定してみます。

C:\WEBAPPS\MYWEB1;C:\WEBAPPS\MYWEB2

この状態で、次の関数呼び出しによりいずれかの MYCRIT.CBP ファイルを呼び出

そうとします。

http://server/hspider/spider.dll?criteria&mycrit

パスステートメントには C:\WEBAPPS\MYWEB1 ディレクトリが先にリストされ、

左から右にパスステートメントが検索されるので、C:\WEBAPPS\MYWEB1 の

MYCRIT.CBP ファイルが使用されます。

この問題を解決するには、カスタムファイルのパスステートメントで次の部分パ

スを指定します。

C:\WEBAPPS

さらに、MYWEB2 にある MYCRIT.CBP ファイルを使用するためのサブディレクト

リを関数呼び出しに含めます。

http://server/hspider/spider.dll?criteria&myWeb2\mycrit
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これで正しいファイルが使用されます。

例 2 - デフォルトのテンプレートのコピーを使用す
る場合
カスタムパスステートメントを使用することにより、spider.dll関数呼び出しで

tfile パラメータを使用しなくても、デフォルトテンプレートの独自のコピーを使

用できます。デフォルトテンプレートを変更してカスタムテンプレートを作成す

る場合、すべてのデフォルトテンプレートを異なるディレクトリにコピーし、ファ

イル名を変更せずにコピーに変更を加えます。これにより、元のデフォルトテン

プレートが維持されます。パスステートメントには、コピーのあるディレクトリ

を指定し、tfile パラメータを使用せずに spider.dll関数を呼び出します。

注： Hyperion Enterprise Reporting Web では、データの視点、複合レポート、保護

された行と列の見出し、その他の機能に適したテンプレートが選択される

ので、この方法を使用することをお勧めします。

エージェントモニタの設定
決まった時刻にエージェントが実行されるようにするには、エージェントモニタ

を実行します。エージェントモニタにより、各時点でエージェントの実行が必要

であるかどうかが判定され、必要なエージェントが実行されます。Windows NT

Event Viewer 用のアプリケーションログには、各エージェントのステータス情報が

記録されます。

エージェントモニタは、Windows NT サービスとして実行されます。このプログ

ラムを実行するには、エージェントモニタサービスを設定する必要があります。

サービスの実行中、NT ユーザアカウントがアクティブである必要がないため、1

つのサービスとしてエージェントモニタを実行することによりセキュリティが向

上します。

オプションとしては、エージェントモニタで受信するすべてのメッセージをログ

ファイルに記録するかどうかと、データベースの再チェックを行うまでに待つ秒

数を設定します。

さらに、通知が届かない場合に再送するまで待つ秒数も設定できます。エージェ

ント通知が届かないと、Retry_Actions 表と Retry_Links 表にその情報が書き込まれ

ます。エージェントモニタプログラムにより、定期的にこれらの表がチェックさ

れ、中に含まれるすべての通知の再送信が行われます。通知の再送信が正常に完

了すると、そのレコードが表から削除されます。

注： データをチェックするすべてのエージェントに対して、Hyperion Enterprise

Reporting Web サーバ上でエージェントモニタサービスを実行する必要があ

ります。

Windows NT サービスとしてエージェントモニタを実行するには、以下の操作を

行います。
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l Windows の［コントロールパネル］の［サービス］アプレットでサービスの

設定と起動を行います。

l エージェントモニタのオプションを設定します。

Hyperion Enterprise Reporting Web をインストールすると、Windows の［コントロー

ルパネル］にエージェントモニタのアイコンが追加されます。

エージェントモニタサービスの設定

ä エージェントモニタサービスを設定するには、次の操作を行います。

1 Windows NT 4.0 の［スタート］メニューから［設定］、［コントロールパネル］、［サービ

ス］の順に選択します。

または

Windows 2000 の［スタート］メニューから［プログラム］、［管理ツール］、［コン

ピュータの管理］、［サービスとアプリケーション］、［サービス］の順に選択しま

す。

2 エージェントモニタを手動で起動するには、［サービス］リストから［エージェント

モニタ］を選択し、［開始］ボタンをクリックします。

3 エージェントモニタサービスを自動的に起動するよう設定するには、次の操作を行い

ます。

l Windows NT を使用している場合、［サービス］リストから［エージェントモ

ニタ］を選択し、［開始］ボタンをクリックします。

または

Windows 2000 を使用している場合、［サービス］リストから［エージェントモ

ニタ］を選択し、［プロパティ］をクリックします。

l スタートアップの種類フレームで、［自動］を選択します。

l Windows NT を使用している場合、［アカウント］を選択し、Hyperion Enterprise

Reporting Web からネットワークデバイスにアクセスするために設定したもの

と同じユーザを選択します。

または

Windows 2000 を使用している場合は［ログオン］タブをクリックし、［アカウ

ント］を選択します。Hyperion Enterprise Reporting Web からネットワークデバ

イスにアクセスするために設定したものと同じユーザを選択します。

l 残りのオプションはデフォルト値のままにして、［OK］をクリックします。

注： 次回にシステムを起動すると、このサービスが自動的に開始されます。

それ以前にサービスを開始するには、［開始］ボタンをクリックします。

4 エージェントモニタサービスを停止するには、次のいずれかの操作を行います。

l Windows NT では、Windows の［コントロールパネル］から［サービス］を選

択し、［サービス］リストから［エージェントモニタ］を選択し、［停止］を

クリックします。
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l Windows 2000 では、［スタート］メニューから［サービス］を選択し、［サー

ビス］リストから［エージェントモニタ］を選択し、［サービスの停止］をク

リックします。

エージェントモニタのオプション設定

ä エージェントモニタのオプションを設定するには、次の操作を行います。

1 オペレーティングシステムに応じて、次のいずれかの操作を行います。

l Windows NT の［スタート］メニューから［設定］、［コントロールパネル］、

［サービス］の順に選択します。

l Windows 2000 の［スタート］メニューから［プログラム］、［管理ツール］、［コ

ンピュータの管理］、［サービスとアプリケーション］、［サービス］の順に選

択します。

2 次のいずれかの操作を行います。

l メッセージをファイルに保存するには、［メッセージをファイルに保存］を選

択して編集ボックスにパスとファイル名を指定します。

l チェックの間の待ち時間を秒数で指定するには、［イベント確認後の停止間

隔］編集ボックスに値を入力します。

l 通知が届かない場合に再送するまでの待ち時間を秒数で指定するには、［失敗

した動作を再試行する間隔］編集ボックスに値を入力します。

3 ［OK］をクリックします。

4 サービスが既に起動している状態でエージェントモニタの設定を変更するには、次の

いずれかの操作を行います。

l エージェントモニタサービスが停止し、再開したときに変更を適用するには、

［OK］をクリックします。

l 変更を直ちに適用するには、［適用］ボタンをクリックします。

60 システムの設定



5
セキュリティの設定

この章の内容
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この章では、セキュリティの設定について説明します。

セキュリティレベル
Hyperion Enterprise Reporting Web のセキュリティ機能により、次のような方法で

データへのアクセスを制御できます。

l Windows NT Server のセキュリティ機能により、どのユーザがシステムにアク

セスできるかを制御できます。

l Web サーバとクライアントコンピュータ間でデータを転送するときに、Secure

Sockets Layer（SSL：セキュアソケットレイヤ）プロトコルのセキュリティ機能

により、データを暗号化できます。

l オラクル社の Enterprise Performance Management ソフトウェアのアプリケー

ションセキュリティ機能により、アプリケーションデータへのアクセスを制

限できます。

l 管理プログラムのセキュリティ機能を設定することにより、どのユーザが

Hyperion Enterprise Reporting Web の特定機能にアクセスできるかを制御できま

す。

これらのセキュリティレベルが組み合わさって、Hyperion Enterprise Reporting Web

内でのデータフローの安全性を保証することができます。Hyperion Enterprise

Reporting Web に最初にアクセスすると、Windows NT のユーザ ID とパスワードを

入力するダイアログボックスが表示され、これによりプログラムにアクセスでき

るようになります。Hyperion Enterprise Reporting Web の特定アプリケーション情

報に最初にアクセスすると、アプリケーションのユーザ ID とパスワードを入力す

るダイアログボックスが表示されます。最後に、アクセス制御が行われた機能に

アクセスすると、Web ページが表示される前に、最初に許可されたユーザ一覧の

ユーザであることが確認されます。

Windows NT Server のセキュリティ

Hyperion Enterprise Reporting Web の Web サイトにアクセスするには、各ユーザは

Hyperion Enterprise Reporting Web が格納されている Windows NT Server にアカウン
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トを持つ必要があります。ユーザがブラウザから Web サーバに最初にアクセスす

ると、サーバの ID とパスワードを入力するダイアログボックスが表示されます。

システムでユーザの ID とパスワードが検証されると、アクセスが認められます。

データの暗号化
標準ネットワークセキュリティメカニズムでは、Web サーバとクライアントのブ

ラウザ間でのデータ転送にデータの暗号化は行われません。Microsoft Internet

Information Server（IIS）は、データを暗号化するために SSL セキュリティプロト

コルをサポートしています。

SSL を有効にしたサーバからデータを送信する際、このプロトコルは以下の作業

を行います。

l セキュリティ保護されたサーバにデータが送信されるようにします（認証）。

l 送信中に誰もデータを読めないようにします（暗号化）。

l 転送中にデータが変更されないようにします（データの整合性）。

サーバで SSL を有効にすると、サーバは、Mozilla Firefox 2.0.x または Microsoft

Internet Explorer 6.0 以降など、SSL の有効なブラウザのみにデータを送信します。

注： SSL を有効にしたサーバの情報にアクセスする際、ユーザは URL リクエス

トに http://ではなく https://と入力する必要があります。

SSL を有効にする方法については、Microsoft Internet Information Server に付属の

『Microsoft Internet Information Server Installation and Planning Guide』を参照してく

ださい。

セキュリティ保護されたリソース
Hyperion Enterprise Reporting Web では、Microsoft IIS の基本テキスト認証機能を使

用して、セキュリティ保護されたリソースへのアクセスを制御しています。セキュ

リティ保護されたリソースとは、ユーザがブラウザからアクセスでき、NTFS セ

キュリティが設定されたサーバ上のすべての項目です。ユーザがある項目に最初

にアクセスしようとすると、ID とパスワードを入力するダイアログボックスが表

示されます。

アプリケーションレベルのセキュリティ
Hyperion Enterprise Reporting Web のアプリケーションレベルのセキュリティは、

管理プログラムのレポートにアクセスしたり、ユーザが Hyperion Enterprise アプ

リケーションのレポート、チャートまたはスプレッドシートを表示するハイパー

リンクを選択したりするときに使用されます。

これにより、ユーザのサーバログオン ID とパスワードがアプリケーションのログ

オン ID とパスワードに一致するかどうかが検証されます。一致するものが見つか

らない場合、アプリケーションへのログインフォーム（管理プログラムでの［ロ

グイン］ダイアログボックス）が表示され、ユーザはそのアプリケーションへの
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別のログオン ID とパスワードを入力できます。ユーザのデータへのアクセスは、

Hyperion Enterprise アプリケーションでそのログオン ID に対して定義されたセキュ

リティ権限により制限されます。

アプリケーションへのログインフォームは、ユーザがアプリケーションに最初に

アクセスするときにのみ表示されます。システムには、各ユーザのアプリケーショ

ンへのログオン ID とパスワードが保存され、ユーザの初回アクセス以後は、これ

らが検索されて、アプリケーションへのユーザのログオンが自動的に行われます。

例えば、ユーザが JEFF というサーバ ID と 12345 というパスワードで Windows NT

Server にログオンする場合を考えてみます。このユーザが、Sales アプリケーショ

ンにつながるリンクをクリックすると、アプリケーションへのログインフォーム

が表示されます。ここで、Sales アプリケーションに USER という ID と ORANGE

というパスワードでログオンします。次回 JEFF としてサーバにログオンし、Sales

アプリケーションにアクセスするリンクをクリックすると、アプリケーションへ

のログインフォームは表示されず、USER という ID と ORANGE というパスワー

ドで自動的に Sales アプリケーションにログオンされます。

管理プログラムのセキュリティ設定
アプリケーションレベルのセキュリティ、サーバレベルのセキュリティとデータ

の暗号化の他に、管理プログラムでオプションを設定して、特定タイプのデータ

へのユーザアクセスを制御できます。設定できるオプションは以下のとおりです。

l 特定システムとアプリケーションの保護されていないデータに対するアクセ

スを禁止

l 管理プログラムへのアクセスに使用するパスワードを変更

l どのユーザが財務エージェントにアクセスできるかを制御

保護されていないデータへのアクセスの禁止
Hyperion Enterprise Reporting Web のレポートには、アプリケーションでデータが

保護されているかどうかにかかわらず、デフォルトですべての関連データが表示

されます。特定アプリケーションと特定製品の保護されていないデータにユーザ

がアクセスできないようにすることが可能です。保護されていないデータへのア

クセスを禁止すると、データを表示できないレポートのセルには「UNLOCKED」

（未保護）という語が表示されます。

ä 特定システムとアプリケーションの保護されていないデータへのアクセスを禁止

するには、spider.iniファイルに次の設定を入力します。

[System, Application]

locked_data_only=yes

変数 説明

System 保護されていないデータへのアクセスを禁止する製品

Application 保護されていないデータへのアクセスを禁止するアプリケーション
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管理パスワードの変更
管理プログラムへの無許可アクセスを防ぐために、パスワードを追加できます。

ä 管理パスワードを変更するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Hyperion Enterprise Reporting Web 管理プロ

グラムを Web サーバから実行する必要があります。このオプションは、ワー

クステーションからは設定できません。

2 ［オプション］を選択します。

3 ［管理］タブを選択し、［パスワード］および［パスワードの確認］編集ボックスに新

しいパスワードを入力します。

4 ［OK］をクリックします。

財務エージェントのセキュリティ設定
エージェントの作成時には、2 種類のセキュリティを定義する必要があります。

エージェントに登録できるユーザまたはグループを定義し、エージェントがオラ

クル社の Enterprise Performance Management ソフトウェアにアクセスする方法を定

義します。

エージェントに登録できるユーザを定義するには、エージェントへのアクセスを

許可するユーザの NT ユーザ ID またはユーザグループ ID を入力します。指定さ

れたユーザのみが、Web ブラウザで［Subscriptions（登録）］ページにアクセスし

たときにエージェントを表示することができます。

ä エージェントのセキュリティを設定するには、次の操作を行います。

1 ［スタート］メニューから［プログラム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise

Reporting］、［Web サーバー管理プログラム］の順に選択します。

注： このオプションを設定するには、Hyperion Enterprise Reporting Web 管理プロ

グラムを Web サーバから実行する必要があります。このオプションは、ワー

クステーションからは設定できません。

2 ［エージェント］を選択します。

3 新しいエージェントを定義するには、［新規作成］を選択します。エージェントを開

くには、一覧からエージェントを選択し、［開く］を選択します。

4 [セキュリティ]タブを選択します。

5 ［ユーザーを追加］または［グループを追加］を選択し、エージェントにアクセスを

認める NT ユーザまたはユーザグループを選択し、［OK］をクリックします。

ヒント： 一覧からユーザまたはユーザグループを削除するには、ユーザまたは

ユーザグループを選択して［除去］を選択します。
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6 セキュリティを設定するレポートを選択して、そのレポートのアプリケーションログ

オン ID とパスワードを指定します。

7 エージェントがアクセスする必要のある各レポートに対して、手順 6 を繰り返しま

す。

8 次のいずれかのオプションを使用してエージェントの定義を続けます。

l VBScript によるエージェントの定義

l OLE オートメーションによるエージェントの定義

注意 ユーザがブラウザからアクセスする Hyperion Enterprise Reporting Web

サーバのエージェントに、ユーザとグループのセキュリティを定義す

る必要があります。サーバのエージェントモニタのコピーをリモート

で実行している場合、正しいユーザ一覧が表示されません。
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6
最初のWebサイトの作成

この章の内容
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この章では、Hyperion Enterprise Reporting Web の Web サイトウィザードを使って

最初の Web サイトを作成する方法について説明します。

Web サイトウィザードの使用
Web サイトウィザードは、HTML ファイルの作成や編集を手動で行わなくても、

組織の Web サイトをすばやく簡単に設定できるようにするものです。Web サイト

ウィザードでは、会社に関するものや、Web サイトに含める情報の種類など、一

連の質問が表示されます。これらの質問に対する回答によって、Web サイトのコ

ンテンツと外観が決められます。

Web サイトウィザードで作成される Web サイトは、Microsoft FrontPage の Web サ

イトです。Web サイトウィザードを実行する前に、システムに Microsoft FrontPage

2000 をインストールしておく必要があります。ウィザードで Web サイトが作成さ

れたら、Microsoft FrontPage で Web サイトを開いて編集することができます。

次の図に、Web サイトウィザードの「ようこそ」画面を示します。

図 7 Web サイトウィザードの「ようこそ」画面

Web サイトウィザードについて

Web サイトウィザードでは、入力した情報に応じて Web サイトが作成されます。

ウィザードでは、どの段階でも前の手順に戻って選択を変更できます。

ä ウィザードにより、以下の一連の手順が示されます。

1 Web サイトに使用するオラクル社の Enterprise Performance Management ソフトウェアとア

プリケーションにログオンします。

2 FrontPage Web の名前を入力します。

3 Web サイトの場所を選択します。これにはローカルまたはリモートの Web サーバか、

使用するコンピュータのディレクトリを指定できます。選択するサーバに対してアク

セス権を持つ必要があります。
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4 Web サイトのホームページ上部に表示する社名やテキスト、会社のロゴの場所、会社

の Web サイトの URL アドレスなど、組織に関する情報を指定します。会社のロゴに

は、GIF グラフィックファイルを使用する必要があります。

5 選択した Hyperion Enterprise アプリケーションの中で、どのレポートセットを Web サイ

トに含めるかを選択します。Web サイトのホームページには、ドリルダウン可能なレ

ポートリストとして、これらのレポートへのリンクが表示されます。

6 Hyperion Enterprise Reporting Web と併用するオラクル社の Enterprise Performance Management

ソフトウェアの動的レポート一覧へのリンクを表示するかどうかを選択します。動的

レポート一覧により、製品からアプリケーション、個々のレポートにデータをドリル

ダウンして表示することができます。

7 お気に入りページへのリンクを表示するかどうかを選択します。お気に入りページ

は、ユーザやユーザグループが共有するために設定する Web ページです。お気に入り

について詳しくは、「17 ページの「お気に入り」」を参照してください。

8 Web サイトに財務インジケータを含めるかどうかを選択します。財務インジケータと

は、特定レポートのデータによって外観が変わる条件ベースの Web ページです。

9 財務インジケータを使用すれば、［表示順位］財務インジケータを選択できます。表

示順位では、指定した行ディメンションの 2 次元メンバの値が比較され、算出された

パーセントの差が、Web サイトウィザードで生成されたレポートに降順に表示されま

す。比較ディメンション、比較に使用する基本メンバ、生成されたレポートの行にメ

ンバを表示するディメンションの順に選択します。比較メンバを選択して、Web サイ

トウィザードで生成された［表示順位］Web ページの行メンバを変更できます。

10 財務インジケータを使用すれば、［スコアカード］財務インジケータを選択できます。

スコアカードでは、指定した行および列ディメンションの 2 次元メンバの値が比較さ

れ、算出されたパーセントの差とグラフのインジケータが、Web サイトウィザードで

生成されたレポートに表示されます。比較ディメンション、比較に使用する基本メン

バ、生成されたレポートの行にメンバを表示するディメンション、およびレポートの

列に表示するディメンションとそのメンバを選択します。レポートの列にディメン

ションのメンバを選択しないと、Web サイトウィザードのデフォルトにより、@CUR と

@DEP が使用されます。比較メンバを選択して、Web サイトウィザードで生成された

［スコアカード］Web ページの行メンバを変更できます。

11 選択を見直し、必要であればウィザードの各段階に戻って選択を変更します。

12 ［完了］ボタンをクリックすると、Web サイトが作成されます。ウィザードにより

Microsoft FrontPage 2000 Explorer が表示され、Web サイトに選択したサーバにまだログオ

ンしていない場合には、サーバへのログオンを行うダイアログボックスが表示されま

す。

次の表に、Web サイトウィザードで作成されたサンプル Web サイトのホームペー

ジを示します。
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図 8 Web サイトウィザードで作成したホームページ

注： Web サイトウィザードで作成したホームページには、Hyperion Enterprise

Reporting Web の HTML 形式の『ユーザガイド』へのリンクが作成されま

す。

始める前に
Web サイトウィザードを実行する前に、以下の作業を完了しておく必要がありま

す。

l システムに MicroSoft FrontPage 2000 をインストールします。

l Hyperion Enterprise Reporting Web と併用できるように正しく設定されたオラク

ル社の Enterprise Performance Management ソフトウェアとアプリケーションが

あることを確認します。

l Web サイトを保存する予定のサーバにアクセス権があることを確認します。
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Web サイトウィザードの開始

ä Web サイトウィザードを開始するには、［スタート］メニューから［プログラ

ム］、［Hyperion Solutions］、［Hyperion Enterprise Reporting］、［Web サーバー Web

サイトウィザード］の順に選択します。

Web サイトの表示

ä Web サイトを表示するには、次の操作を行います。

1 Web ブラウザを起動します。

2 ブラウザに次の URL を入力します。

http://Servername/WebApplicationName

変数 説明

Servername Web サイトを保存するために選択した Web サーバ

WebApplicationName ウィザードで入力した Web アプリケーション名。これはウィザードにより

作成された Web の名前です。

Microsoft FrontPage 2000 で Web サイトを開く

Web サイトウィザードで作成される Web サイトは、Microsoft FrontPage の Web サ

イトです。これは、Microsoft FrontPage 2000 で Web サイトを開いて、このプログ

ラムの多くの Web オーサリング機能を利用できることを意味します。例えば、

Web サイトのグラフィック表示を変更するには、Microsoft FrontPage 2000 で Web

サイトを開いて、別の FrontPage のテーマを適用します。

ä Microsoft FrontPage 2000 で Web サイトを開くには、次の操作を行います。

1 Microsoft FrontPage 2000 を起動します。

2 ［ファイル］メニューから［Web を開く］を選択し、次のいずれかの操作を行います。

l サーバの Web サイトを開くには、［フォルダ名］ボックスに Web の URL を入

力して［開く］ボタンをクリックします。

l ローカルコンピュータのディスクにある Web サイトを開くには、［フォルダ

名］ボックスに Web が存在するフォルダのパスを入力して［開く］ボタンを

クリックします。

注： ［検索先］ボックスで［Web フォルダ］を選択して、FrontPage Web の一

覧を表示できます。開く Web を一覧から選択し、［開く］ボタンをク

リックします。
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Microsoft FrontPage の詳細

Microsoft FrontPage について詳しくは、次の Web サイトを参照してください。

http://www.microsoft.com

Web メッセージ
Hyperion Enterprise 製品では Web メッセージをサポートしています。オラクル社

の Hyperion® Enterprise® Web、オラクル社の Hyperion® Enterprise® Reporting Web、

Distributed Schedules および Distributed Retrieve アプリケーションを使用して、メッ

セージを送信／受信できます。
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